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史
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や
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を
彩
る
風
物
詩
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。

特集

テ
ー

マ
で
巡
る

懐
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い
日
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原
風
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会
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る
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ず
で
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。

日
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か
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合＠，亨、元パ会議し心…

昭和60年5月、全国に散在する小京都と呼ばれる26市町と京都が参加して 「全国京都会議」が結成されました。

京都とゆかりのまちが互いに手を携え、悠久の歴史と豊かな自然に培われた伝統や文化の魅力を広く全国に発儒し、

それぞれのまちのイメ ージアップと観光客誘致の相乗効果を図ることを目的としています。

全国京都会議への加盟は、次のような条件に一つ以上あてはまることを基準にしています。

1 京都に似た

自然景観、町並み、

たたずまいがある

2 
京都と歴史的な

つながりがある

3 
伝絞的な産業、

芸能がある

令和2年4月現在、加盟は42市町となり、共同宣伝パンフレッ ト・ ポスターの作製・配布など、

広域観光キャンベーンを展開するほか、年1回の総会を加盟市町持ち回りで開催しています。
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※本誌のデータは、令和2年4月現在のものです．お出かけの前には、公式サイト攀でご磁認いただきますようお願いいたします。
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江戸時代の古地図がそのまま使えるほどの町並みが残るまち。伝統的建

造物群保存地区を4つ有しています。 2015年 （平成27年）には萩城下町

を含む市内の5つの資産が 「明治日本の産業革命遭産」として世界文化

遺産に登録されました。往時に思いを馳せながら町歩きを楽しめます。
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＂つ5 更 □工' •P22
30軒の窯元が集まる大川内山。「秘窯の里」の名にふさわし

い山水繭のような寄岩と窯場の燻突が印象的です。四季を通

じてイペントが開催され、多くの観光客で賑わいます。
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山口 □コ ・P20
大内氏が京の鴨川に見立てたとされる一の坂川。一の坂）IIJII辺は大内文化

のなごりをとどめた史跡や明治維新で活躍した志士ゆかりの史跡が残る、歴

史薫るエリアです。古い町屋を改装したショップやカフェも点在しています。
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こ
朝倉市の北西に位置する秋月地区は 「筑前の小京都」。秋月氏、黒田氏の

栄攀がひっそり眠る城下町であり、今も古に遍えるまちです。その町並

みは、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されています。響は桜、

秋はもみじと四攀折々の風景が美しいです。

＄づ§

杵;A区 ・P24

こ`
；ェf9令Aペヽ:.り イいか） ヅヂ？！

武家屋敷や石畳の坂道が多く

残されている 「九州豊後路の

小京都」。冑北の高台に武士

が住み、その谷間に商人が暮

らした凹凸の地形を活かした

城下町は日本嗜ーといわれて

ます。着物姿で散策したくな

るまちです。

ららん

知 tロコ ・P24
NHK大河ドラマ内§郷どん」

のロケ地になった知覧武家屋

敷庭園群。約270年前から変

わらぬ姿を保ち統けていま

す。fill摩の小京都」と呼ばれ、

町並み全体がまるで箱庭のよ

うです。国の名勝に指定され

ている庭園 ・屋敷・通りには、

薩摩武士が残した数々の工夫

や趣向が残ります。
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出石 ロコ ・P17
五万八千石の城下町として栄

えたまち。まちのシンポル「辰

鼓 」を中心に自然畳かな景

観のなかに町並みが形成さ

れ、往時の都市構造がそのま

ま残されています。現在は、

関西ーのそば処として多くの

観光客が訪れます。
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rがIEコ ・P20
広島県東部の瀬戸内しまなみ海道本州側玄関口である、 日本

情緒畳かなまち。北前船の寄港地として栄え多くの寺院が建

立されたこと、また多くの文人曇客が愛したことから「寺の

まち文学のまち」としても知られています。
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而＊ ロ ・P13
栃木県南西部にある静かなた

たずまいのまち。 市内中央に

は風情あふれる巴波川が流れ

ています。 古くは、例幣使街

道の宿場町、 巴波川の舟遍に

よる問屋町として政治・経済・

文化の中心地として栄えまし

た。 現在も往時の姿を色濃く

残しています。
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たつの

青亀9うEコ ・P18
龍野藩五万三千石の城下町で

あるまち。2019年（令和元年）

12月に、たつの市龍野伝統的

建造物群保存地区が国の重要

伝統的建造物群保存地区に選

定されました。散策しながら

随所に歴史の深さを発見する

ことができます。

奎プl-

町並と

--― — l『-一 ・/ 

夕心ムスリップした気分で、三ニ

風情ある町並みを散策ミ

‘`いや2

“山 ロ ・P15
日本有数の豪雷地。雷国ならではの 「雁木」が約300mに施さ

れた通りは、伝統工芸「飯山仏壇」の仏壇店が軒を遅ね、通称

「仏壇通り」と も呼ばれています。 2む全の寺社が点在する寺町

でもあり、四季折々風情ある町並みを楽しむことができます。

ロ
）ス勺 1しジ｀ヅりな寺町よ

くらよし

たま ロコ ・P18
伝統的な町家づくりの商家と白壁の土蔵が立ち並ぶ、 白皇土蔵群。 玉

川に架かる石橋や赤瓦は独特の風情が感じられます。かつて、造り酒

屋や醤油屋として使用されていた白壁の土蔵や建物は、物産鱚・喫茶

店・ギャラリーなどに利用され、今でもにぎわいを見せています。
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津山

本能寺の変で討死した森闘丸

の弟森忠政が築いた濠山城

（鶴山公園）。 日本三大平山城

のひとつです。県内嗜一「日

本のさくら名所100選」に選定

された西日本有数のお花見ス

ポッ ト。復元された備中櫓に

て「御城印」も販売しています。
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現存12天守の一つで国指定重要文化財である備中松山城。 天守が

現存する城のなかで嗜ーの山城であり、 日本三大山城にも選ばれて

います。また雲海に浮かぶ幻想的な姿から 「天空の城」と呼ばれて

います。菫城主さんじゅーろーの愛くるしいお出迎えでも話題です。

2つえ

松 汀ェ

注へr'国乞rtむエ＊凡！！

• P18 

松江市のシンポルである松江城。 山陰で嗜ー、また全国に現存す

る12天守の一つです。 1611年 （慶長16年）築城され、別名 「千

鳥城」とも呼ばれています。 2015年 （平成27年）7月国宝に指定

されました。 天守最上階では松江市街や宍道湖が一望できます。
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鎌倉時代に源姓足利氏2代目

麓兼によって建立された緩阿

寺。約40,000rrlに及ぶ敷地

は、元々は足利氏の館です。

四方に門を設け、 土塁と堀が

めぐらされており、鎌倉時代

の武家屋敷（平城）の面影を

今に伝えていま す。「日本の

100名城」の一つです。

さの（た,,

残 CAS'『tE

ぐじょうはらえん".lヽ＼情

風格漂う名城で、武将たちの-:::::ご

攻防の歴史に思いを馳せる ミこ―

日本最古の木造再建城として知られている郡上八幡城。城下を

一望できる八幡山の頂きに有り、常に歴史の変量を見守ってき

たまちのシンポルです。司馬遼太郎氏は「街道を行く」のなかで、

悲しくなるほど美しい城であると感動を記しています。
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1602年（慶長7年）、 佐野信吉が築いた佐野城。現在は城山公

園となり、響は桜やツッジ、秋はもみじの名所として親しまれ

ています。佐野城を中心に碁盤目状の町並みが作られ、江戸

時代には京からの日光例幣使の宿場町としても栄えました。

史

t
t
i
h
t
t
l 2004年 （平成16年）に当時のまま復元された大洲城。大洲は

加藤家六万石の城下町として栄え、現在も昔ながらの町並み

が至るところに残されています。まちの中心には、清流肱川

が流れており小京都の風情を感じることができます。
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寸
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中
山内一豊の弟、康畳の居城で

あった中村城跡にある四万十

市郷土博物鱚 「しろっと 」。

鑢内では、四万十）l|や支流と

紡いできた暮らしや歴史 ・文

化の紹介や、 土佐一條家、中

村山内家などに関する資料の

震示をしています。
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伊寛藩五万一千石の妖肥城跡。樹齢100年の妖肥

杉を使用して復元した 「妖肥城大手門」、甲冑や

刀剣など貴重な文化遭産が展示されている 「妖肥

城歴史資料鱚」、武家屋敷 「松尾の丸」などの由緒

施設が点在しています。風情ある町並みは伝建地

区に選定されています。

｀
 
，
 

紅幻ず

＊洲•) •P21 

n
u方
ふ

4

る
妖

R
:
ば
下

r

日
＊
な
牧

:c+‘?"る
凸
そ
"
―

にし幻

百^
• P16 

六万石の城であった西尾城。鎌倉時代初期に足利

輯氏が築城した西条城が始まりと伝えられていま

す。現在は歴史公園として城の一部が再建ざれ、

園内には京都から移築した旧近衛照や京層底圃の

尚古荘が見学できます。，美しい庭を眺めながら名

産のお抹茶を是非ご賞味ください。
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丹；慶;i山 • P17 一
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1609年 （慶長14年）、徳川家康が大坂城攻略の拠点として

「笹山」 という小高い丘に築かせた城が篠山城。 19“年（昭

和19年）の火災で焼失するまでの335年間、篠山城二の丸

にあった大書院は約半世紀ぶりに復活しました。
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毎年7月に行われる森町の山名神社天王祭。天王祭鑽楽が馨

納され、特に蟷螂の鑽はカマキリのかぶり物をつけて霙う全

国的にも珍しい昆虫の霙です。小國神社、天宮神社の十二段

霙楽とあわせて 「遺江森町の霙楽」として国の重要無形民俗

文化財に指定されています。
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二／

まるで忍者のような黒い頭巾をかぶり、静かに霙い踊る津和

野踊り。 400年以上統いてきた津和野の伝統行事です。毎年8

月15日の夜、太鶴 ・三味線・笛の音色のもと、殿町通りで舞い

踊ります。お子様から大人の方までどなたでも参加できます。
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わ
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国の重要無形民俗文化財に指定されている 日田の夏の風物

詩、 日田祇園祭。 山鉾を曳き回す勇壮な姿と、 山鉾の美しさ

は一見の価値があります。 年に一度、 9基の山鉾が集結する

日田祇園山鉾集団顔見世は、晩山として膊催。 山鉾の巡行に

合わせて流れる祗爛囃子の音色に魅了されます。
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300年の歴史をもつ城蟻神明宮の祭礼である曳山祭。江戸期から統

く神迎え行列の形式が特徴的。伝統工芸の粋を尽くした曳山と曳山

を先導する庵屋台から流れる庵唄は雅で情緒があります。幻想的な

夜の提灯山も必見。国重要無形民俗文化財とユネスコ無形文化遭産

に登録されています。
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熊本を代表する夏の農物詩、 山鹿灯籠まつり。毎年8月15日・ 16日

の2日間開催されます。特に圧巻なのは、 16日の 「千人灯籠踊り 」。

頭に金灯籠を掲げた千人の女性たちが、よへほ節の調ぺにのせて優

雅に霙い踊ります。
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1949年 （昭和2“平）から統く小川町を代表する祭

りのひとつ小川町七夕まつり。小川町の特産品であ

る 「和紙」をふんだんに使った七夕鰤りと、祭りば

やしの音色で町中がにぎわう2日間。初日の夜には

花火大会が行われ、祭りの夜空を彩ります。
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日本文化を再発見1各地の

伝統を守る個性豊かな祭り

•Pll 

800年余り続く布袋まつり。 山車の上で柔和な表情

を見せる頭の長い特別な 「ほていさま」を見ること

ができます。お祭り当日は蔵の町並みが歩行者天国

となり、ストリ ート イペントなども行われます。

姜
；
‘
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，
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る
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べ
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か くのだて＂tロコ
角鱈神明社と成就院薬緬堂の

祭典に合わせて、毎年9月7日

~9日に行われる角鱚祭りの

やま行事。各丁内から出され

る大型のヤマが江戸時代から

残る町並みを曳き遷します。

お殿様（現・佐竹北家当主）

に曳山をお披露目する、全国

でも珍しいお祭りです。
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古河を代表する祭りのひとつ古河桃まつり。毎年3月20日～

4月5日に開催されます。 古河公方公園に多くの花桃が美しく

咲きほこるなか、野点・ステージイ ペン ト・郷土物産品の販

売などが催されます。
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約300万年前の地層が隆起し、波によって削られ現在の形と

なった伊尾木洞。全長約40mの洞窟を抜けた先には、国の天

然記念物に指定されているシダ群落が織りなす緑の幻想的な

世界が広がっています。
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゜小城藩枷環封島元茂から二代藩主直能によって作られた (.,乙ン
名庭園である小城公園。その桜はさくらの名所百選に認定さ ． 
れています。毎年3月下旬～4月上旬には約3000本の桜が色 <3 L.-
鮮やかに咲きほこっています。
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ひたおんをん

日田温泉

水郷の名にふさわしく水が豊かで美しい地にある 日田は、温

泉地としても有名。 市内を流れる三隈）1|では、屋形船の上での

夕食と鵜飼見物を楽しむという風流な川遊びも残っています。
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加穴

加茂市東部の冥ヶ岳を水源

とし、 市街地を二分するよ

うに流れる加茂）II。毎年4月

上旬～5月上旬には、およそ

600匹の鯉のぽりが約150m

に渡って鰤られるほか、夏の

花火大会、冬の鮭漁と四季

折々の景色が楽しめます。

ひとよし

A己
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囲
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然
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自

忘
い

を

し

常
美

日

市の中央部を流れるのは日本三急流の一つ球塵川。球塵川を

木舟に乗って下る国頃りIIくだり」は、 100年以上この地を訪

れる人々に愛されています。船上からは人吉城跡をはじめ四攀

折々の景観を楽しむことができます。

やえが

山衷 ロコ ・P23
ひらや富おんせん

平山温泉

「山甕の奥座敷」と呼ばれる温泉

地。ゆっ くりとした時間が流れ温

泉情緒漂う 「いで湯の里」です。

とろりとしたお湯は肌をしっとり

と蕩ち着かせ 「美肌の湯」として

も有名です。

：ヽらなん

日而 ロコ •P24
9たごうわん誓ん

北郷温泉

ひとよし

人言 ロコ ・P23
ひとよしおん量ん

人吉温泉

のどかな盆地に広がる人吉温泉

は、 「美人の湯」として知られて

います。温泉旅鱚の露天風呂から

レト ロな公衆浴場まで、約3直子の

温泉が点在しています。

やえが

山衷ロコ ・P23
ゃ重がおん＊ん

山鹿温泉
はらづるおん蛤ん~

原鶴温泉
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萩温泉郷

200碑に掘削された 「はぎ温泉」

により、 「温泉郷」となりました。

8つの泉質があり、気軽に 日帰り

入浴を楽しめる箱殷もあります。

，，さ くら

＂た ロコ ・P22

自？、t景、潅見

たな ぐら

悧た
八溝山をはじめとする山々に

囲まれた自然畳かなまち。響

には桜、夏には新緑、秋には

もみじ、冬には●景色と四攀

折々の自然が魅力です。数多

くの歴史的建造物も残ってお

り、歴史のロマンを感じるこ

とができます。
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昭和初期より 「武蔵の嵐山」 として人々に愛されるまち。響にな

ると、嵐山渓谷下流にある都幾川の桜堤には全長2kmにわたり

約250本のソメイ ヨシノが一斉に開花、訪れる人々を魅了します。

2つえ

松；ェロコ ・P18
畜つえしんじこわん疇ん

松江しんじ湖温泉

宍道湖畔に湧き出る温泉。朝は 日

本一のシジミ漁の風景、夕方は 日

本夕陽百選にも選出された夕日を

堪能できます。 市内中心部に位置

し、観光のアクセス抜群です。

ゃ2ぐち

山口 四 •P20
ゅたおん晉ん

湯田温泉
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くらよし

たま ロコ ・P18
｀きがねおん鎗ん

閲金温泉

日本の名湯百選に選ばれ、闘湯

1300年の歴史ある温泉。 「旨苓の

湯」の名で親しまれています。 日

本有数のラジウム温泉で健康効果

も高いとされています。

2つえ

松江ロコ ・P18
た●つ(90人ぺん

玉造温泉

「ぺっびんの湯」と呼ばれる、豊か 平安時代の文麒頃］名抄」にも温泉 濯岡県内で随ーの湧出量を誇る

な森の緑に1!11まれた癒しの秘湯。 鐸として登湯し、 100~以上の歴史 温泉。泉質は、美肌効果もある

九州の小京都・妖肥から車で約15 があります。 「山慶千軒たらいなし」 pH8.5以上の弱アルカリ性単純泉

分の場所に位置しています。 と唄われるほどの豊富な湯量と、ま と単純硫賞泉が楽しめ、 「ダプル

ろやかで柔らかい泉質が特徴です。 美肌の湯」と呼ばれています。

肌によく馴染むやわらかい湯が特徴 大国主命とともに国造りをした少

の温泉。温泉だけでなくおいしい地酒 名彦命が発見したとされる 日本最

や新鮮な海の幸も味わえます。山口県 古の温泉。 「出雲国風土記」に“神

の中心部にあることから県内観光地 の湯”と記された美肌温泉です。

への交通アクセスにも優れています。
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岩出山伊達家の隠居所・下屋敷・家臣子熟を教青する学問所

であった旧有儀鱚。岩出山城の断崖を借景とし、池中に島を

配した遍遊式池泉庭園、園内を彩る木々や花々により四攀

折々の表情を見せてくれます。 1933年 （昭和8年）、国の史

跡名勝の指定を受けました。
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旨瀬）1|の急流が長年にわたり両岸を深く浸食してできた小安

峡谷。大地の息吹を感じさせるように98℃の熱湯と蒸気が激

しく噴出しているのが、小安峡ーの名所 「大噴湯」です。響

は新緑、秋はもみじ、そして冬は峡谷に下がる大きなつらら

「しがっこ」を楽しむことができます。

かご0うおん愴ん

籠坊温泉

その蓄、 一ノ谷の合戟で敗れた平家の

落武者が隠れ里にして、この冷泉で傷

の手当をし、基師寺堂を建てたという伝

説が残る温泉です。泉質は、アルカリ

性の炭酸櫃類・鉄分を含み、冷泉です。

：ヽ t,柘

距亀a山ロコ ・P17 ~＾ ロコ ・P16
< aや胄おん奮ん eらおん鎗ん

草山温泉 吉良温泉

多紀連山の麓、丹波篠山の自然と 泉質はナトリウムや塩化物冷鉱泉

山の幸に恵まれた軍山温泉。寛永 などで、神経痛・筋肉煽・冷え ・疲

年間からの歴史を持つ塩類霊泉 労回復などに効果的。 三河湾の美

として、茶褐色の濁り湯で海水の 味しい魚介類や素晴らしい景色を

1.5倍の塩分を含む強塩泉です。 堪能できます。

たんばささや 2

丹；慶a山Eロコ ・P17 丹；亀；i山EEコ ・P17
こんたやくしおん着ん

こんだ薬師温泉

湯量・泉質・湯温とともに優れた

食塩泉です。地下1,300mから湧

き出る効能畳かなお湯は保温効果

に優れており 「熱の湯」、「暖まる

湯」と呼ばれています。
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一二 ひとときを、 ミこ
体も心もリフレッシュ

温戸＂□ 
闘湯は江戸初期と古く、歴史ある温

泉地。 片足にけがを負った鶴がこの

湯で傷を癒していたところから発

見されたと伝えられています。観光

名所に、小安峡大噴湯があります。 8
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仙
台
よ
り
北
西
へ
50
㎞
、
奥
羽
山
脈
よ
り
流
れ
出
す
江
合
川
が
ま

ち
を
潤
す
山
紫
水
明
の
地
岩
出
山
。
伊
達
政
宗
公
が
仙
台
青
葉
城
へ

移
る
ま
で
の
12
年
間
、
血
気
盛
ん
な
青
年
期
を
過
ご
し
た
城
下
町
。

城
の
防
備
を
兼
ね
て
開
削
さ
れ
た
用
水
路
「
内
川
」
は
、
４
０
０
余

年
の
歴
史
を
刻
み
、
水
と
緑

の
調
べ
を
滔
々
と
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。岩
出
山
伊
達
家
・

3
代
敏
親
公
と
4
代
村
泰

公
に
は
、
京
都
冷
泉
家
よ
り

御
輿
入
れ
が
な
さ
れ
、
郷
学

「
有
備
館
」
や
、
廻
遊
式
池

泉
庭
園
を
は
じ
め
、
し
の
竹

細
工
・
酒
ま
ん
ぢ
う
と
い
っ

た
地
場
産
品
に
も
、
京
文
化

の
な
ご
り
を
偲
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

豪
勢
な
店
蔵
や
門
が
数
多

く
残
る
村
田
は
、
古
く
か
ら

山
形
と
仙
台
を
結
ぶ
街
道
の

商
都
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
紅
花
と
い
え
ば
山
形
県

が
有
名
で
す
が
、
宮
城
県
南

部
で
も
栽
培
が
盛
ん
で
、
こ

れ
ら
は
村
田
に
集
め
ら
れ
村

田
商
人
の
手
に
よ
っ
て
関
西

方
面
や
江
戸
に
送
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
紅
花
取
引
で
財
を

築
い
た
商
家
の
蔵
が
今
も
通

り
に
面
し
て
た
ち
並
ぶ
景
観
は
、
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
ま
た
、

町
内
に
は
龍
島
院
や
白
鳥
神
社
境
内
に
悠
然
と
そ
び
え
る
巨
木
な
ど

見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
四
季
の
自
然
が
ま
ば
ゆ
い
蔵
の
ま

ち
へ
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

湯
沢
市
は
佐
竹
南
家
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。市
内
の

南
北
を
雄
物
川
が
貫
流
し
、
西
に
出
羽
富
士
と
呼
ば
れ
る
鳥
海
山
を

望
む
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
す
。
夏
の
雅
や
か
な
「
七
夕
絵
ど
う
ろ
う

ま
つ
り
」
や
「
大
名
行
列
」、
冬
の
「
犬
っ
こ
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
小

京
都
ら
し
さ
が
息
づ
い
て
お
り
、
秋
田
美
人
の
里
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
東
北
の
灘
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
酒
造
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。
郊
外
に
は

温
泉
地
帯
が
あ
り
、
日

本
三
大
霊
地
と
し
て
名

高
い
「
川
原
毛
地
獄
」

や
天
然
露
天
風
呂
「
川

原
毛
大
湯
滝
」、「
小
安

峡
大
噴
湯
」
な
ど
必
見

の
名
所
が
あ
り
ま
す
。

交通

JR陸羽東線岩出山駅下車
問い合わせ

大崎市岩出山総合支所
地域振興課

0229-72-1215
https://www.city.osaki.miyagi.jp

見どころ　旧有備 館および庭

園・岩出山城跡・内川遊歩道・陸

奥上街道

行事　 4月15・16日、11月15・

16日／互市 9月第2日曜日とその

前日／政宗公まつり 11月下旬／

大崎バルーンフェスティパル

工芸品　竹細工

味・グルメ　凍豆腐・かりんと

う・酒まんぢう

見どころ　蔵の町並み・龍 島

院・村田町歴史みらい館・白鳥神

社奥州の蛇藤・スポーツランドＳＵ

ＧＯ

行事　 10月体育の日の前日／

布袋まつり 10月第3土曜日を含

む金・土・日曜日の3日間／みやぎ

村田町蔵の陶器市

味・グルメ　そらまめ製品（米

粉 麺・うどん・アイス・菓子 類な

ど）・地酒・味噌・納豆

見どころ　川原毛地獄・川原毛大湯滝・

力水・造り酒屋・秋の宮温泉郷・小安峡温

泉・稲庭城・湯乃華芸妓

行事　 2月第2土・日曜日／犬っこまつ

り 3月第3日曜日／凧あげ大会 6月第2

土・日曜日／小町まつり 8月5日～7日／七

タ絵どうろうまつり 8月7日／七夕健康マ

ラソン 8月8日／雄勝大花火大会 9月下

旬／大名行列 10月中旬／川連塗りフェア

10月上旬／稲庭城まつり 10月上旬／ま

るごとうどんEXPO

工芸品　こけし（木地山系など）曲木家

具・まなぐ凧・川連漆器

味・グルメ　日本酒・みそ・しょうゆ・漬

物・さくらんぼ・稲庭うどん・三梨牛

宮城県

村田

東
北
本
線

至仙台

至福島

大河原

湯沢

至福島

至秋田
奥
羽
本
線

交通

JR東北本線大河原駅下車、ミヤコー
バス村田・川崎行きで20分
問い合わせ

村田町地域産業推進課
0224-83-2113

http://www.town.murata.miyagi.jp/

交通

JR奥羽本線湯沢駅下車
問い合わせ

（一社）湯沢市観光物産協会
0183-73-0415

岩出山
至新青森 東

北
新
幹
線

東
北
本
線

陸
羽
東
線

古川 小牛田
至石巻

石巻線

至仙台

いわでやま

むらた

ゆざわ

仙
台
よ
り
北
西
へ

ち
を
潤
す
山
紫
水
明
の
地
岩
出
山
。
伊
達
政
宗
公
が
仙
台
青
葉
城
へ

移
る
ま
で
の

城
の
防
備
を
兼
ね
て
開
削
さ
れ
た
用
水
路
「
内
川
」
は
、
４
０
０
余

年
の
歴
史
を
刻
み
、
水
と
緑

の
調
べ
を
滔
々
と
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。岩
出
山
伊
達
家
・

3
代
敏
親
公
と

湯
沢
市
は
佐
竹
南
家
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。市
内
の

南
北
を
雄
物
川
が
貫
流
し
、
西
に
出
羽
富
士
と
呼
ば
れ
る
鳥
海
山
を

望
む
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
す
。
夏
の
雅
や
か
な
「
七
夕
絵
ど
う
ろ
う

ま
つ
り
」
や
「
大
名
行
列
」、
冬
の
「
犬
っ
こ
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
、
小

京
都
ら
し
さ
が
息
づ
い
て
お
り
、
秋
田
美
人
の
里
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、「
東
北
の
灘
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
酒
造
業
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。
郊
外
に
は

温
泉
地
帯
が
あ
り
、
日

豪
勢
な
店
蔵
や
門
が
数
多

く
残
る
村
田
は
、
古
く
か
ら

山
形
と
仙
台
を
結
ぶ
街
道
の

商
都
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
紅
花
と
い
え
ば
山
形
県

が
有
名
で
す
が
、
宮
城
県
南

部
で
も
栽
培
が
盛
ん
で
、
こ

1011



m 
JR両毛線足利駅および 四＇＂
東武伊勢崎線足利市駅下車 夏＇l[置＇平r・i,
（一社）足利市観光協会

I. 0284-43-3000 
https:llwww.ashikaga-kankou.jp1 

m 
J晒毛線および東武鉄道

佐野線佐野駅下車

I1J置，訳，
（一社）佐野市観光協会

I. 0283-21-5111 

m 
東武鉄道日光線栃木駅および新栃 新楊木：

木駅下車」R両毛線栃木駅下軍 R 
jij毛繍 楯＊ •

- ...... ．． 叙
（一社）栃木市観光協会 -

し0282-25-2356 4・・f 
https://www.tochigi-kankou.or.jp/ .•• 
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Q見どころ 右記日本一の足利三名所・日

本三大五百鳳漢尊の徳蔵寺・日本三大毘

沙門天の大岩山昆沙門天・天然記念物の

名草巨石群・足利七橿神・足利氏ゆかりの

社寺ほか

n行事 ●1月1日～5日／綾阿寺初詣 ●2

月3日／節分鎧年越●2月1日～2月末／足

利冬物籍 ●4月中旬～5月中旬／大藤まつ

り●4月下旬～5月上旬／足利響まつり ●6

月1日／初山祭●8月第1土躍日／足利花火

大会●8月初旬／足利夏まつり ●9月のいず

れかの土曜日／足利薪能●10月下旬～2月

上旬／あしかがフラワーパーク光の花の庭

●11月19・20日／恵比寿講●11月中旬／

足利学校さままつり ●11月23日／霧羹

●工芸品 解し織・董染め・軍木染め

Ti昧グ”メ 和菓子・ワイン・蕎麦 ・会儒

料理など

Q見どころ とちぎ山車会鱚とち

ぎ蔵の街美術鱚・山本有三ふるさ

と記念鱚・大神神社（霊の八島）．

太平山県立自然公園・溝願寺

n行事 ●4月上旬／花まつり（さ

くら、カタクリ） •6月中旬～7月上

旬／あじさいまつり ●8月算1日曙

日／百八燈流し ●8月上旬／蔵の

街サマーフェスタ ●11月中旬／と

ちぎ秋まつり (2年に一度）

●工芸品 ミニ下駄

＂諏 ・グルメ 太平山名物（焼き

鳥、たまご焼、太平だんご） ・出流

そば・タ顔ら一めん・じゃがいも入

り焼きそば

Q見どころ 佐野厄よけ大緬・万葉自然公

園「かたくりの里」・唐沢山神社・出流原弁

天池

n行事 ● 1 月／佐野厄よけ大緬大祭•3

月上旬／一瓶塚稲荷神社初午祭●3月下旬

／かたくりの花まつり ●4月25日／唐沢山

神社響攀大祭●7月中旬／八坂神社夏祭り

●7月下旬／浅間火祭り ●8月上旬／さの秀

郷まつり ●8月15日／三嚢山大文字焼●8

月18日／み魂まつり ●10月25日／麿沢山

神社秋季例大祭”11月1日～23日／関東驀

花競技大会

●工芸品 ひな人形 ・天明鋳物 ・土鈴・栃

木鬼瓦

＇＂ま ・グ，，，メ 佐野ら一めん・いもフライ・

かき莱まんじゅう ・佐野名水豆腐・しんこま

んじゅう・耳うどん・桜あんばん

-えか力i'／ 三翌項‘’
=-＝----_.・・ 

足
利
市
は
栃
木
県
の
南
西

に
位
置
し
、
奈
良
時
代
以
前

か
ら
織
物
を
中
心
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
．
ま
た
、
日

本
一
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
三

名
所
の
あ
る
街
と
し
て
も
有

名
で
す
・

―
つ
目
は
源
姓
足
利
氏
の
学
問
所
と
し
て
創
建
説
の
あ
る

日
本
最
古
の
学
校
「
足
利
学
校
」
と
2
0
1
3
年
（
平
成
25
年）

8
月

に
本
堂
が
国
宝
指
定
さ
れ
た
足
利
一
門
の
氏
寺

「
鑽
阿
寺
」、

二
つ
目

は
伊
万
里

・
柿
右
衛
門

・
鍋
島
の
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す

る
「
栗
田
美
術
館
」
、
三
つ
目
は
日
本
一
の
藤
棚
に
代
表
さ
れ
る
花
の

テ
ー
マ
パ
ー
ク

「
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
で
す
．
そ
し
て
、
清

流
渡
良
瀬
川
ゃ
緑
な
す
山
並
み
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史

と
伝
統
に
彩
ら
れ
た
「
東
の
小
京
都
」
と
称
さ
れ
る
美
し
い
街
で
す
．

とち 5

口口 栃木

さの

口 03ぅ

栃
木
県
の
南
部
に
あ
っ
て
、

東
に
筑
波
山
、
西
に
太
平
山
、

北
に
日
光
連
山
に
か
こ
ま
れ
、

市
内
中
央
に
巴
波
川
が
流
れ
る

静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
街
で

す
。
幕
末
か
ら
明
治
年
間
に
か

け

B
光
例
幣
使
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
、
ま
た
巴
波
川
の
舟
運

に
よ
り
商
人
町
と
し
て
賑
わ

い
、
見
世
蔵
や
土
蔵
が
軒
を
連

ね
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
商
都
で
あ
り
、
今
な

お
商
人
町
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
川
面
に
影
を
お
と
し
て
並
ぶ
蔵

屋
敷
と
白
壁
の
家
並
み
、
清
流
と
撹
割
に
群
れ
遊
ぶ
鯉
、
四
李
折
々

の
彩
り
を
み
せ
る
県
立
自
然
公
園
太
平
山
、
樹
木
に
つ
つ
ま
れ
た
出

流
山
満
願
寺
、
そ
の
は
か
多
く
の
名
所
が
点
在
し
訪
れ
る
人
々
に
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
街
で
す
。

/が？碗~
、• 特集 ・,. 
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私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
佐
野
は
、

詩
情
あ
ふ
れ
る
三
霜
山
、
藤
原
秀

郷
公
ゆ
か
り
の
唐
沢
山
と
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
と
文
化
の

香
り
高
い
ま
ち
で
す
。
特
に

8
本

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
出
流
原
弁

天
池
の
湧
さ
水
に
代
表
さ
れ
る
名

水
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
に
利
用

さ
れ
自
慢
の
逸
品
と
し
て
多
種
、

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は

B
光
例
幣
使
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
て
き
た
佐
野
は
、

自
然
と

時
代
の
ド
ラ
マ
に
出
逢
え
る
感
動

の
旅
が
味
わ
え
ま
す
．

ぐ
Q見どころ 棚倉城跡・山本不戴尊・赤鎗

公園 ・馬場都々古別神社・八槻都々古別神

社・花園しだれ桜・流廃寺跡・八溝山・ルネ

サンス棚倉

n行事 ●旧麿1月6日／八槻都々古別神

社 御 田櫨祭●4月中旬／十万石棚倉城ま

つり ●8月14日／欄倉夏まつり ●10月上旬

／棚倉秋まつり ●12月篤2土・日曝日／八

槻都々古別神社霜月大祭

＂棘 ・グルメ 米・プルーペリー・イチゴ・和

菓子など

Q見どころ 古河歴史博物鱚・古

河文学鱈・豪刻美術鱈・古河街角

美術鎗・鷹見泉石記念鑢・古河公

方公園（古河総合公園）・永井路

子1日宅・奥原晴湖頁室 • お休み処

坂長・ネープルパーク

n行事 ●3月下旬～4月上旬／

古河桃まつり ●8月第1土曜日／

古河花火大会●10月27日～11月

23日／古河菊まつり ●12月算1土

曙日／古河提灯竿もみまつり

●工茎品 竹工國

＂昧・グルメ 鮒甘露煮・和菓子・

地濯・どぶろく・御家賣・さしま茶・古

河七福カレーめん

かくのだて

口 月9t
三
方
を
緑
濃
ぃ
山
々
に
囲
ま
れ

た
静
か
な
盆
地
に
位
置
す
る
角
館

は
、

1
6
2
0
年
（
元
和

6
年
）

に
角
館
地
方
を
領
し
て
い
た
芦
名

義
勝
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
そ
の
後

佐
竹
北
家
の
城
下
町
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
ま
ち
の
北
側
に
位
置
す

る
武
家
町
（
内
町
）
は
、
深
い
木

立
が
覆
い
今
も
落
ち
着
き
あ
る
仲

ま
い
の
な
か
に
、
往
時
の
姿
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
南
側
に
は
町
人
町
（
外
町
）
が
あ
り
、
商

家
の
蔵
や
座
敷
が
公
開
さ
れ
て
い
え
す
。
町
割
り
か
ら

4
0
0
年
余
、

そ
の
形
は
大
き
く
変
わ
ら
ず
文
化
財
も
数
多
く
残
る
角
館
は
、
今
も

な
お
歴
史
の
息
づ
く
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
．
現
存
す
る
武
家
屋
敷
と

商
家
の
屋
敷
を
見
比
ぺ
な
が
ら
歴
史
散
策
が
楽
し
め
ま
す
．

日

ば

・

寺

5

お

鍋

保

シ

群

鱚

寧

ー

り

エ
・

ポ

物

承

天

｀

s
研

祭

細

ぅ

ン

焼

造

戸

＜

●

ぉ

ヤ

と

夕

場
リ

狩

んり

建

工

木

ま

り

の

タ

的

細

並

か

つ

鱚

ィ

か

序

御し

漬

ん

桜

り

ま

角

燒日

岩

こ

り

ど

の

振

桜

／

統

樺

伝

鱚

9

白

ぶ

う

堤

火

／

)

日

．

ろ

要

角

1
1
/

内

日

～

も

ぃ

庭

重

・

稲

の

敷

5

エ
メ

と

鍋

国

E

5

5
項

5

B

;

ろ

武

ラ

●

日

・

ル

る

る

こ

の

ク

20
盆

口B

グ

な

っ

り

芸

．

っ

行

碩

送

工

昧

鯖

ょ

ど

区

ザ

事

見

地

レ

Q

存
ダ

n
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T
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てて倉社る都廃代楽冬はれ溝

栄棚藩仏八々寺にしのさて山東
え倉を閣槻古跡建む雪わいを北
て城治が都別や、立こ景やるは地
さがめ残々神

な：念；翡？賃れ力’
さ と色力‘棚じ方

で四新
‘ な倉めの

町と玄
情さ ‘ ー た 季緑緒れ翌し‘月奥宮山 i 折 ‘ 春• I月

tま花す？門;:す々苔に山（こ

れ 足 農 ま・ぢ宮る院平゜品もは々ぁ

i以でたので馬の安景？桜贔り、
下来す ‘ ー あ場流時を、夏ま八

町八そ
廷宮
戸が

で家の幕現
す。十後府存

合元翌 i
腐〗俊念
城重初多
と（こめく
なよての
っ っ 棚 神

こが

ロコ古巧I

m 
JR秋田新幹線「こまち」

角鱈駅下車

＇いl昏19•’
仙北市観光情報センター

「角鱚駅前蔵」 I. 0187-54-2700 
https:/ /tazawako-kakunodate.com/ 

m̀Ill 

m 
J邸郡線磐城棚倉駅下車

IHm：：喝
棚倉町観光協会

C. 0247-33-7886 
http://www.town.ta nagu ra. 
fukushima.jp 
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古
河
市
は
関
東
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
京
都
心
か
ら
電
車
で

約
1
時
間
の
好
立
地
に
あ
り
、
利
根
川
と
渡
良
瀬
川
の
水
利
に
恵
ま

れ、

2
0
1
2
年
（
平
成
24
年
）
に
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登

録
と
な
っ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
を
有
す
る
な
ど
貴
重
な
自
然
が
残
る
街

で
す
．
室
町
時
代
に
は
関
東
公
方
の
足
利
成
氏
が

「
古
河
公
方
」
と

し
て
本
拠
地
を
古
河
に
置
さ
、
そ
の
後
1
3
0
年
の
間
、
関
東
一
円

の
政
治
の
中
心
と
な
り
、
江
戸
時
代
に
は
古
河
城
の
城
下
町
日
光
街

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
去
し
た
。
現
在
も
当
時
の
面
影
を
残
す
街

三
冒
〗
疇
]

ル
ク
ー
リ
国
際
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ー
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m 
JR宇都宮線およびJR湘南新宿ライン

古河駅下車

,u匹む｝＂
古河市観光協会

0ヽ280-23-1266•紅0280-23-3088

http://www.koga k anko.jp/ i=9 

．
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m 
JR飯山線飯山駅および

JR北陸新幹線飯山駅下車

,11愕79i,
信越自然郷飯山駅観光案内所

I.. 0269-62-7000 
http://www.iiyama-ouendan.net 

m 
JR城瑞線城増駅下車

,p,’‘渭
（一社）南砺市観光協会

0ヽ763-62-1201
http:/ /tabi-nanto.jp 

m 
長良川鉄道郡上八幡駅下軍

,II国？d』
郡上八幡観光協会

I. 0575-67-0002 
http://www.gujohachiman 
.com/kanko 

廣
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Q見どころ 正受庵・真宗寺飯山城址公

園 • 仏壇通り ・ 高橋まゆみ人形鱚 ・ 莱の花

公園 ・鍋倉山のプナ林

n行事 ●2月中旬／いいやま冒まつり ・か

まくら祭り ●5月上旬／いいやま莱の花まつ

り●7月上旬／飯山仏壇体験フェスタ ●8月

上旬／いいやま灯●まつり ●8月14日／千

曲川河畔納涼花火大会●10月上旬／いい

やま寺町花街道＆寺宝晨

●工芸品 飯山仏壇 ・内山紙（ともに国伝

統的工芸品）

Tt味・グルメ 笠ずし・富倉そば・地洒（水

尾・北光正宗） ・アスパラガス・みゆきポーク・

バナナポート

0.,べ心五＞
Q見どころ 桜ケ池公園 ・城瑞別

院讐憾寺 ・城瑞曳山会鱈・じょう

はな織鱚 ・縄ケ池・城蟻伝統芸能

会館じょうはな座・向野の桜

n行事 • 2月 28日／つごもり大

市●4月／城端しだれ桜まつり ●5

月4・5日／曳山祭●7月22日～28

日／讐徳寺虫干法会●9月敬老の

日（第3月曜）直前の土・日曜日／

城端むぎや祭●10・ 11月／なんと

彩莱まつり

●工芸品 城端蒔絵・綱製品

＂棘グルメ かや焼・富山干柿 ・

どじょうの蒲焼 ・かぶら賽し

三 三
Q 見どころ 郡上八幡城 ・宗祗

水・郡上八幡博覧鱚 ・やなか三

鱚・郡上八幡旧庁舎記念鎗

n行事 ●1月20日／郎上本染寒

ざらし ●4月算3土・日11日／郡上

八幡響まつり ●6月上旬／鮎友釣

解禁●7月中旬～9月上旬／郡上お

どり ●8月7日／城下町花火大会●

10月上旬／市島高雄歌舞伎●11

月中旬／郡上八幡城もみじまつり

工芸品 郡上紬 ・郡上本染・食

品サンプル

＂棘 ・グルメ 肉桂玉・川魚料理・

猪なペ・とちの実せんぺい

いいや i

口 れ反山•••••••·•••' I...“--・--・・・

2
0
1
5年
（
平
成
刃
年
）

3
月
1
4
8
に
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
が
開

業
し
ま
し
た
．
北
信
州
飯
山
は
「
雪
国
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
る
寺
の

多
い
城
下
町
．
上
杉
諏
信
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
飯
山
城
を
中
心
に
歴

代
の
城
主
と
人
々
の
深
い
信
仰
心
の
下
、

20
余
の
寺
社
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
長
野
県
史
跡
指
定
「
正
受
庵
」、

島
崎
藤
村
の
名
作

「
破
戒
j

の

鐸
台
と
な
っ
た
蓮
華
寺
の
モ
デ
ル
「
具

宗
寺
」
を
は
じ
め
趣
さ
あ
る
た
た
ず

ま
い
の
寺
社
を
寺
め
ぐ
り
遊
歩
道
が

結
ん
で
い
ま
す
。
千
曲
川
の
ゆ
る
ゃ

か
な
流
れ
•

四
季
折
々
の
花
と
緑
に

囲
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
あ
る
町
並
み

は
、
映
画
「
阿
弥
陀
堂
だ
よ
り
」
の
ロ

ケ
地
に
も
な
り
、
多
く
の
映
画
フ
ァ

ン
に
も
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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じょうはな

口 t戊渚
城
端
は
富
山
県
の
南
西
部
に
位

置
し
、
世
界
遺
産
「
五
箇
山
」
の

ふ
も
と

「
善
徳
寺
」
の
寺
内
町
と

し
て
栄
え
ま
し
た
．
屏
風
の
よ
う

に
違
な
っ
た
山
並
み
や
ま
ち
を

挟
む
二
つ
の
川
、
散
居
村
と
呼
ば

れ
る
独
特
の
晨
村
風
景
な
ど
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
古
い
蔵
や

石
昼
、
路
地
ゃ
坂
道
の
残
る
ノ
ス

ク
ル
ジ
ッ
ク
な
町
並
み
は
越
中
の

小
京
都
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
く
は
加
賀
藩
の
一
部
と
し

て
、
城
端
塗
り
、
絹
織
物
な
ど
の
独
自
の
伝
統
文
化
を
育
ん
で
き
ま

し
た
。
な
か
で
も
曳
山
祭
は
城
端
人
が
作
り
出
す
文
化
芸
術
の
結
集

で
、

2
0
1
6
年

（
平
成
路
年
）

12月
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
え
し
た
。
近
年
は
ア
ニ
メ
の
算
台
と
し
て
訪
れ
る
人
も
多

く
、
古
さ
と
新
し
さ
の
調
和
が
新
た
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぐじょうはちまん
心；、

口 tF上I¥'番さ2←―—,滋 |c叩
......、．.:................一

郡
上
市
八
幡
町
は
、

岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央
、

清
流
吉
田
川
が
流
れ
る

「
水
と
お
ど
り
の
城
下

町
」
で
す
。
戦
国
末
期
、

遠
藤
盛
数
が
八
幡
山
に

城
を
築
さ
、
ふ
も
と
に

ま
ち
を
つ
く
っ
た
の
が

城
下
町

・
郡
上
八
幡
の

は
じ
ま
り
で
す
．
少
し

ば
か
り
の
お
国
自
慢

は
、
四
百
年
の
間
、
歌

い
踊
り
継
が
れ
た
郡
上

お
ど
り
の
伝
統
と
、
心
洗
う
せ
せ
ら
ぎ
の
音
、
清
ら
か
な
水
の
流
れ
．

移
り
ゆ
く
時
代
の
流
れ
か
ら
、
半
歩
遅
れ
て
歩
む
よ
う
な
、
郡
上
八

幡
と
は
そ
ん
な
ま
ち
で
す
。

Q見どころ 嵐山渓谷・国指定史跡菅谷鱈

跡 ・杉山城・鎌形八幡神社・オオムラサキの

森蝿の里公園・都幾）1|桜堤

n行事 ●2月3日／節分祭●8月上旬／嵐

山夏まつり ●10月第3日曜日／獅子鯛●11

月上旬／嵐山まつり（時代まつり） ●11月

中旬／嵐山渓谷紅葉まつり

＂疎グルメ

地酒（おおむらさき） ・味菜工房（嵐山のごち

そう） ・嵐丸焼き（焼菓子） ・芋ようかん（紅

寛） （紫芋） •B級グルメ（嵐山辛モツ焼そば）

こ出ふら←r2ヽ
3＊しむがわ

Q見どころ 埼玉伝統工芸会鎗・

仙元山見晴らしの丘公園•下里分校

n行事 ●7月第4土・日曙日（予

定）／小川町七夕まつり ●12月第2

日曜日／小川和紙マラソン大会•

小川町3蔵洒鵞めぐり（年により

閥催日は異なる）

●工芸品 小川和紙・綱織物・建具

Tl昧グ”メ 忠七めし ・地酒

（晴雲濯造 ・松岡醸造・武蔵鶴酒

造） ・のらぼう莱・地粉うどん

Q見どころ 青海神社・加茂山公

園 ・票ケ岳県民休養地 ・下条川ダ

ム・加茂美人の湯・冬鳥越スキー

ガーデンとバラ園

n行事 ●4月中旬～下旬／露椿

まつり ●5月21日／加茂まつり ●6

月15日／上条まつり ●8月14日／

越後加茂川夏祭り

●工芸品 桐タンス・屏風・建具

＂諏 ・グルメ 地洒（加茂錦 ．．

椿 ・マスカガミ） ・菓子・ルレクチ

エ（洋なし）・日本なし・桃・ぶどう

E 
らんざん

~ 

Ii.¥_山
.. ~...... 

嵐
山
町
は
埼
玉
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
都
心
よ
り

60km
圏
に

あ
り
ま
す
。
比
企
丘
陵
の
中
核
部
を
占
め
て
お
り
、
山

・
渓
谷

・
台

地
あ
り
と
変
化
に
と
ん
だ
自
然
の
宝
庫
で
、
し
か
も
木
曽
義
仲
や
畠

山
重
忠
な
ど
の
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

8
本
史
に
名
を

と
ど
め
た
坂
東
武
者
ゆ
か
り
の
地

で
も
あ
り
ま
す
。
昭
和
の
初
め
、

こ
の
地
を
訪
れ
た
林
学
博
士
の
本

多
静
六
博
士
が
槻
川
の
渓
谷
を
見

て
「
京
都
の
嵐
山
に
似
て
い
る
」

と
感
動
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
武

蔵
嵐
山
は
、
そ
の
後
町
制
施
行
時

に
町
名
と
な
り
緑
と
清
流
の
ぇ
ち

「
嵐
山
」
を
代
表
す
る
景
勝
地
に

な
っ
て
い
ま
す
．
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周
囲
を
豊
か
な
自
然
と
外
秩
父
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
ま
ち
の
中
央
に
槻

川
が
清
ら
か
に
流
れ
る
小
川
町
は
、

1
3
0
0
年
の
歴
史
を
誇
る
小
川
和

紙
を
は
じ
め
、
酒
造
、
建
具
、
裏
絹

な
ど
の
伝
統
産
業
で
古
く
か
ら
栄
え

「
武
蔵
の
小
京
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

て
歴
史
を
秘
め
て
た
た
ず
む
史
跡

や
往
時
の
面
影
を
と
ど
め
る
建
物
な

ど
が
、
か
つ
て
の
風
情
を
今
に
伝
え
て
い
去
す
。
小
川
町
観
光
協
会
が

行
う
散
歩
ツ
ア
ー
に
よ
り
、
古
き
良
さ
時
代
の
町
並
み
を
深
く
味
わ

う
こ
と
が
で
さ
ま
す
。
郊
外
に
は
、
県
内
の
伝
統
的
手
工
芸
品
を
集
め

た
「
埼
玉
伝
統
工
芸
会
館
」
が
あ
り
、
埼
玉
県
伝
統
工
芸
士
に
よ
る

紙
漉
さ
の
職
人
技
を
見
た
り
、
手
す
さ
和
紙
体
験
な
ど
が
楽
し
め
ま

す。

3
月
下
旬
に
は
、
仙
元
山
の
ふ
も
と
で
カ
ク
ク
リ
の
可
憐
な
花
が

咲
さ
誇
り
、
穏
や
か
な
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
ま
す
。

かも

ロコ 加茂’
......... 、 II・・・・

加
茂
市
は
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
北
越
の
小

京
都
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
加
茂
の
街
を
、
県

立
自
然
公
園
粟
ケ
岳
を
水
源
と
す
る
加
茂
川
の
清
流
が
縦
貫
し
、
信

濃
川
に
注
ぎ
ま
す
。
市
街
地
の
近
く
、
市
民
の
憩
い
の
公
園
と
し
て
親

t`[出

□

＂いい且ぃ

冷

本
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
ま

'f̂
g
Fぃ

た
、
「
桐
ク
ン
ス
」

の
産
地
と

L
腐
＇

し
て
も
有
名
で
、

「
桐
タ
ン

4ヽゞー＼

ス
」
と
い
え
ば
加
茂
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
、
そ
の
技
術
と
品

質
は
全
国
的
に
高
い
評
価
を

ヽ
．
ヽ一

、[
•r 

..
 

受
け
て
い
ま
す
。

m 
東武鉄道東武東上線

武蔵嵐山駅下車

9旧閂r.,
嵐山町企集支援課

¥. 0493-62-0720 
http://www.town.ranzan.saitama.jp/ 
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光
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JR信越本線加茂駅下車

,IIm,、』
加茂市商工観光課

I. 0256-52-0080 
http://www.city.kamo.niigata.jp 
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m 
JR京都駅下車

,1’"f. 
（公社）京都市観光協会

¥. 075-213-1212 
https://ja.kyoto. travel 

蔓
さ
瓢

y
*

m 
JR山陰本線畳岡駅下車、

全但パス出石行きで30分＇1,愕平’’
（特非）但馬國出石観光協会

1. 0796-52-4806 
http://www.izushi.co.jp 

要
至富量ス•••

- ；・出石ダ

m 
篠山城跡へはJR橿知山線篠山口駅下軍、

神姫グリーンパス篠山営集所行きで約15分

,t1置 9・渭
篠山観光案内所 I. 079-552-3380 
篠山口駅観光案内所 I. 079-590-2060 
http://tourism.sasayama.jp/ ~
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Q見どころ 清水寺ほか東山一帯・大原・

嵯峨野、嵐山・ニ条城ほか市中・古社寺

n行事 ●3月中旬／京都 ・東山花灯路•

3月末～5月下旬／響のをどり ●4月29日～

5月 5日／壬生大念仏会●5月 15日／葵祭•

6月1・2日／京都薪能●7月1日～31日／祇

園祭 ●8月上旬／京の七夕 ●8月16日／京

都五山送り火 ●8月最終土・日曝日／千灯

供養●10月22日／時代祭●10月22日／鞍

馬の火祭● 1 2月 中旬／京都 ・嵐山花灯路•

12月31日／をけら詣

●工芸品 西陣織・京友禅・清水焼・京漆

器・京扇子

＂蛛グルメ 京料理・精進料理・湯豆腐 ・

八つ橋 ・京漬物

G 
Q見どころ 出石城跡・辰鼓楼・

宗鏡寺・家老屋敷・出石永楽鱚

n行● ●4月初旬～5月初旬／

桜まつり ●5月5日／幡まわし ●6

月下旬／ほたる祭●8月23日／地

蔵盆●8月24日の直近の日曜日／

愛宕の火祭り ●10月15日直前の

日曝日／出石だんじり祭り ●11月

3日／お城まつり ●3月の第3土曙

日の前後3日間／初午大祭

●工空品 出石焼・出石ちりめ

ん・杞柳駁品

'＂皐グルメ 出石皿そば

Q見どころ 篠山城大書院・御徒士町武家

屋敷群・河原町婁入商家群・歴史養術鱚 ．

響日神社（能霙台） ・王地山公園 ・擢住の

町並み

n行事 ●3月上旬／丹波篠山ABCマラ

ソン●4月下旬／にしきシャクナゲまつり ●

6月上旬／大国寺と丹波茶まつり ●8月15・ 

16日／丹波篠山デカンショ祭●10月上旬／

丹波篠山味まつり ●10月中旬／丹波焼陶

器まつり

工芸品 丹波焼・王地山焼・丹波木綿

＂朦グ”メ 丹波篠山黒豆（黒枝豆）・丹

波栗 ・丹波篠山山の芋・ぼたん鍋 ・丹波篠

山牛・丹波茶・丹波篠山米 ・丹波松萱・篠

山まるごと丼

さようと

口 ，亨、"
平
安
京
の
頃
か
ら

一
千
有
余
年
に
わ
た
っ

て
都
と
し
て
栄
え
て
さ

た
ま
ち
、
京
都
。
そ
の

悠
々
た
る
歴
史
の
な
か

で
培
わ
れ
た
雅
や
か
な

文
化
は
、
多
く
の
人
々

を
魅
了
し
、
京
都
の
外
へ
も
拡
が
っ
て
い
さ
ま
し
た
．
そ
の
文
化
は
、

全
国
す
み
ず
み
に
根
づ
さ
、
や
が
て
各
地
に
小
京
都
と
い
わ
れ
る
ま

ち
が
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し
た
．
そ
し
て
現
在
、
近
代
都
市
の
様

相
を
見
せ
な
が
ら
も
悠
久
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
社
寺
な
ど
の
建
造

物
や
茶
道

・
華
道

・
能

・
狂
言
と
い
っ
た
文
化

・
芸
術
が
伝
承
さ
れ

て
い
ま
す
・
古
さ
良
さ
伝
統
と
新
し
い
感
覚
が
共
存
す
る
な
か
か
ら
、

さ
ら
に
、
新
し
い
文
化
が
次
々
と
生
み
だ
さ
れ
て
い
ま
す
．

いずし

E 出石
昔
の
町
並
み
と
現
代
の
建
物
が

共
存
し
て
い
る
ま
ち
、
出
石
・
出

石
城
跡
を
は
じ
め
と
し
て
、
少
し

歩
く
と
昔
の
町
並
み
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
さ
ま
す
。
例
え
ば
、
旧

町
内
に
点
在
し
て
い
る
守
護
寺
、

あ
る
い
は
、
現
在
も
実
際
に
人
々

が
生
活
し
て
い
る

「
町
家
造
り
」

の
家
、
船
着
場
の
な
ご
り
の

「
お

り
ゅ
う
灯
籠
」
や
太
鼓
櫓
だ
っ
た

「辰
鼓
楼
」
な
ど
数
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
．
ま
た
、
四
季
折
々
の
自

然
も
す
ば
ら
し
く
、
春
は
桜
や
こ
ぶ
し
、
秋
に
は
も
み
じ
ゃ
銀
杏
な
ど

の
紅
葉
が
美
し
く
色
付
さ
ま
す
．
四
季
を
通
じ
て
人
気
の
あ
る
奥
山

渓
谷
の
清
流
や
白
糸
の
滝
、
徳
神
社
の
御
神
木
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ

の
木
」
な
ど
自
然
と
ふ
れ
合
う
こ
と
も
ま
た
一
興
で
す
。

ィ 命．＇‘
伶． ＂._--~•，
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丹
波
篠
山
市
に
は
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
京

都
に
向
か
う
西
京
街
道
沿
い
の
宿
場
町
と
晨
村
集
落
で
構
成
さ
れ

て
い
る
福
住
地
区
と
、
篠
山
城
跡
や
城
下
町
の
町
並
み
の
篠
山
地
区

の
2
箇
所
あ
り
ま
す
．
な
か
で
も
篠
山
地
区
は
旧
街
道
の
面
影
を
残

し
た
町
並
み
で
、

1
6
0
9
年
（
慶
長
14
年
）
の
篠
山
城
築
城
か
ら

商
業
の
中
心
と
し
て
栄
え
ま
し
た
．
裏

入
海
家
が
特
徴
で
、
千
本
格
子
や
荒
格

子
、
袖
璧
な
ど
江
戸
時
代
の
城
下
町
の

姿
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
町
並

み
を
活
か
し
た
美
術
展
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
保
存
活
用
が
評
価
さ
れ
、

2
0
1
4
年
（
平
成
26
年
）
に
は
都
市

景
観
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

曹

ごご‘
Q見どころ 小國神社・アクティ

森・大洞院・香勝寺・極楽寺・蓮

攣寺・友田家

n行事 ●4月上旬／天宮神社

十二段舞楽●4月下旬／小國神社

十二段霙楽●7月中旬／山名神社

天王祭鯛楽●8月15日／納涼花火

大会● 11月第1 金•土・日曜日／森

のまつり ●11月下旬／小國神社・

大洞院紅薫

●工芸品 森山焼

Tt昧・グルメ お茶 ・治郎柿・とう

もろこし・和菓子

こ 竺＞
Q見どころ 実相寺・稲荷山茶園公園 ・西

尾市歴史公園・国宝金蓮寺弥陀堂・攀蔵

寺・佐久島・三ケ根山

n行事 ●1月3日／てんてこ祭●2月上旬

／鳥羽の火祭り ●3月下旬～4月上旬／西

尾六万石桜まつり ●7月中旬／西尾祇園祭

●8月14日／貝吹のかぎ万燈●8月15日／

米津の）IIまつり ●8月下旬／三河一色大提

灯まつり ●8月下旬／ハワイアンフェスティ

バル●10月中旬／酒尾の抹茶」の日

●工芸品 きらら鈴・鶴城焼

＇＂象 ・グルメ 抹茶・うなぎ・えびせんぺい

G 
Q見どころ 伊賀流忍者博物鱚・

伊賀上野城・俳聖殿・だんじり会鱚

n行事 ●5月ゴールデンウィーク

／伊賀上野N日りAフェスタ ●中

秋／お城まつり（薪能） ●10月12

日／芭蕉祭●10月／上野天神祭

●工芸品 伊賀くみひも ・伊賀焼

＂諏・グルメ 伊賀肉・豆腐田楽・

かたやき

もり

工 ふ
遠
州
森
町
は
三
方
を
小
高
い

山
々
に
囲
ま
れ
、
中
央
を

「太
田

川
」
が
流
れ
る
風
情
豊
か
な
ま
ち
。

か
つ
て
は
火
伏
せ
の
神
「秋
葉
神

社
」
へ
通
ず
る
街
道
の
宿
場
町
と

し
て
、
江
戸
時
代
中
期
頃
か
ら
は

「
古
着
の
ま
ち
」
と
し
て
葛
飾
北

斎
の

「栄
え
る
都
市
の
番
付
」
の

前
頭
に
、
そ
の
名
が
掲
げ
ら
れ
る

は
ど
の
盛
況
を
み
せ
て
い
ま
し

た．

1
9
2
3
年
（
大
正

12
年）

7
月
、
森
町
を
訪
れ
た
地
理
学
者
「志
賀
重
昴
」
は
、
山
紫
水
明
の
こ

の
ま
ち
を

「小
京
都
」
と
称
賛
し
、
以
来
遠
州
の
小
京
都
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
永
ぃ
歴
史
を
刻
み
、
人
々
の
信
仰
を
集
め

て
い
る
神
社
や
仏
閣
も
数
多
く
点
在
し
、
そ
こ
に
伝
承
さ
れ
る
鐸
楽

や
祭
り
は
、
森
町
独
自
の
文
化
を
創
出
し
て
さ
え
し
た
。

にしお

口 西八

メfmr.. 
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大
給
松
平
六
万
石
の
城
下
町
と
し

て
古
く
か
ら
栄
え
て
さ
た
西
尾
市

い
出
｀
~一

行
列
を
は
じ
め
と
す
る
祭
な
ど

文
化
や
芸
能
が
今
も
大
切
に
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
．
温
暖
な
気
候
と
市

の
西
部
を
流
れ
る
矢
作
川
の
恩
恵
を
受
け
お
茶
の
栽
培
が
盛
ん
で
、

な
か
で
も
抹
茶
の
原
料
の

「
て
ん
茶
」
は
全
国
で
も
有
数
の
生
産
量

を
誇
り
、
特
許
庁
の
地
域
プ
ラ
ン
ド
「
西
尾
の
抹
茶
」
と
し
て
認
定

を
受
け
て
い
え
す
。
そ
の
は
か
に
も

「
1

色
産
う
な
ぎ
」「
三
河
一

色
え
び
せ
ん
ぺ
い
」
な
ど
、
地
域
プ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
て
お
り
美

味
し
い
特
産
品
が
摘
っ
て
い
ま
す
。

三
重
県
の
北
西
部
、
周
囲
を

山
で
囲
ま
れ
た
伊
賀
盆
地
。
こ

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い

る
の
が
伊
賀
市
で
す
。
江
戸
時

代
、
藤
堂
高
虎
に
よ
り
碁
盤
目

状
に
整
備
さ
れ
た
城
下
町
は
、

一

9
,

9

 

L
-

現
在
で
も
そ
の
面
影
が
残
っ
て

、．

お
り
、
そ
の
景
観
は
千
年
の
都
、

“

京
都
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
ま
す
．

r

万
；
gi叶

さ
ら
に
伊
賀
上
野
は
、
歴
史
の

陰
で
活
躍
し
た
伊
賀
忍
者

・
伊

賀
流
忍
術
発
祥
の
地
で
あ
る
ほ

か
、
漂
泊
の
詩
人
と
し
て
各
地

を
旅
し
、
紀
行
文
や
数
々
の
名

句
を
生
ん
だ
松
尾
芭
蕉
の
生
誕

地
で
も
あ
り
ま
す
。

m 
天竃浜名湖鉄道遺州森駅下車,p愕甲牙頃
森町観光協会

I. 0538-85-6316 
https://www.mori-kanko.jp/ 

m 
名古屋鉄道西尾線西尾駅下車,p愕中汎
（一社）西尾市観光協会

¥. 0563-57-7882 
http://nishiokanko.com/ 

口
伊賀鉄道上野市駅下車,u醤駐叫
（一社）伊賀上野観光協会

¥. 0595-26-7788 
http://www.igaueno.net/ 
http://iganinja.jp/ 
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m 
JR姫新線および

JR津山線津山駅下軍

’’'隅r1渭
（公社）濠山市観光協会

l 0868-22-3310 
http://www.tsuyamakan.jp/ 
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m 
JR伯備線傭中高梁駅下軍,p僭中’’
（一社）高梁市観光協会
い0866-21-0461 ...1王四
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で
Q見どころ 永明寺・葦和野城址 ・太戴谷

稲成神社・森鴫外旧宅・殿町

n行事 ●1月1日午前0時より／元且祭●

4月寛2日曜日午前11時・午後2時より／鷲

原八幡宮大祭（やぶさめ神事） ●5月3日午

前10時30分より／乙女峠まつり ●5月15日

／檻成神社響の大祭●6月第1第2金・土曜

日（予定）／ホタルバス ●7月20・27日／祇

園祭（鷺舞神事） ●8月15日／殿町盆踊り

●10月第3日曝日／芋煮と地酒の会●11月

15日／稲成神社秋の大祭

●工芸品 和紙の民芸品

＂韓 ・グルメ 源氏巻・いも煮・うずめ飯・

地洒

0ぷ石五石己

Q見どころ 鶴山公園 ・宍楽園 ・

つやま自然のふしぎ鱚 ・城東町並

み保存地区・津山洋学資料鱚 ・作

楽神社

n行事 ●3月下旬～4月中旬／

津山さくらまつり ●8月第1土 ・日

曙日／津山納涼ごんごまつり ●10

月篤3～篤4日曜日／津山まつり ●

11月中旬～11月下旬／津山城もみ

じまつり

●工芸品 横野手すき和紙・作州

牛（竹細工）・作州絣

91昧・グルメ 桐襲・いちま ・十万

石・初雷・津山ホルモンうどん・そ

ずり鍋 •干し肉

津
山
は
古
く
か
ら
、
美
作
の
攻
治
、

経
済
の
中
心
地
出
雲
街
道

・
吉
井

川
水
運
な
ど
の
交
通
拠
点
と
し
て
栄

え
て
き
ま
し
た
．

1
6
0
3年
（
慶

長
8
年
）
森
忠
政
の
入
国
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
強
固
な
城
下
町
は
今
で
も

そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
す
。

巧
妙
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
の
津

山
城
跡
を
中
心
に
城
東
、
城
西
に
分

か
れ
る
近
代
的
な
町
並
み
の
な
か
に

宿
場
風
情
を
漂
わ
せ
る
旧
出
雲
街
道

沿
い
、
閑
静
な
た
た
ず
ま
い
を
み
せ
る

武
家
屋
敷
：

．．．． 
町
全
体
を
緑
が
覆
い
、

清
流
が
流
れ
、
神
社
、
仏
閣
が
多
く
、

「西
の
京
都
」
と
も
呼
ば
れ
、
四
季
を

通
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
．

貫山

こ心ふ亘
Q見どころ 備中松山城・頼久寺庭園石火

矢町ふるさと村・武家屋敷・商家資料鱚・郷

土資料鱚・吹屋ふるさと村・広兼募

n行事 ●2月上旬／愛らぶ高梁ふれあい

マラソン●4月上旬／町家通り雛まつり ●6月

上旬／神楽の里でホタルまつり ●7月最終土

曙日／成羽愛宕大花火 ●8月上旬／マンガ

絵ぶたまつり ●8月14日～16日／備中たかは

し松山踊り ●9月中旬／吹屋ペンガラ灯り ●

10月／愛らぶ高梁ふれあい広場（予定） • 

10月下旬／傭中松山城とまるごと城下町フェ

スタ ●11月／風ぐるまフェスタ

●工芸品 ひな人形・備中神楽面

＂棘 ・グルメ ゆぺし・鮎・備中宇治茶・ピ

オーネ・高梁紅茶・トマト・神楽面最中・備中

夢大納言小豆

つわの

こ口津和9う

っゃ£

ロロ ：拿山
. ·--ヽ•ヽ ・ ・・・・・・···· ·· ·• ·
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山
陰
の
小
京
都
と
い
わ
れ
る
津
和
野
は
、
中
国
山
脈
の
末
端
島
根

県
の
西
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
．
人
口
8
干
余
り
、
方
1
里
の
中
心
部

は
城
下
町
と
し
て
人
家
1
千
余
戸
が
ひ
し
め
さ
、
ぇ
ち
を
縦
貫
す
る

綿
川
（
津
和
野
川
）
の
清
流
を

は
さ
ん
で
、
東
に
音
野
山
、
西

に
城
山
が
そ
び
え
る
景
勝
の
地

で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
陰
陽
を

結
ぶ
J
R
山
口
線
の
中
心
に
あ

り
、
今
を
去
る
約
7
0
0
年
の

昔
、
開
祖
吉
見
頼
行
が
封
地
さ

れ
て
以
来
吉
見
氏
14
代
、
坂
崎

出
羽
守
16
年
、
亀
井
藩
主
11
代

の
居
城
と
し
て
い
ん
盛
を
極
め

た
土
地
で
も
あ
り
ま
す
。
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備
中
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
高
梁
。
美
し
い
山
々
に
囲
去
れ
た
盆

地
の
中
央
部
を
、
清
流
高
梁
川
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
ま
す
．
か
つ

て
、
傭
中
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
藩
政
時
代
の
な
ご
り
を
と
ど
め
た

市
内
に
は
、

8
本
一
高
い
と
こ
ろ
に
現
存
す
る
「
備
中
松
山
城
」
を
は

じ
め

「頼
久
寺
」、「
武
家
屋
敷
」、

「
商
家
資
料
館
」
な
ど
数
多
く
の
遺

産
が
点
在
し
、
長
い
歴
史
と
文
化

の
薫
り
を
漂
わ
せ
な
が
ら
、
人
々

の
暮
ら
し
を
見
守
り
続
け
て
い
ま

す
．
ま
た
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ

て
い
る
「
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
」
な
ど
、

高
梁
に
は
そ
の
は
か
多
く
の
観
光

施
設
が
点
在
し
て
い
ま
す
．

ー

Q見どころ 龍野公園 ・龍野城・

素遠亭 ・童謡の小径・うすくち龍

野醤油資料鱚・揖保乃糸資料鱚そ

うめんの里

n行事 ●4月上旬／龍野さくら

祭●8月寛1土曜 日／龍野納涼花

火大会●十五夜の日／龍野観月

の夕 ●11月上旬／たつのふるさと

フェスタ ●11月中旬／たつの市皮

革まつり

T9疎グ”メ

うめん

醤油まんじゅう ・そ

ぐ ぷ
Q見どころ 白壁土蔵群・打吹公園・大岳

院・大蓮寺・長谷寺・倉吉淀屋・鳥取二十世紀

梨記念鑢なしっこ鱈・畳田家住宅・伯奮国府

跡・伯奮国分寺跡・緑の彫刻プロムナード・倉

吉線鉄道記念鱚・円形劇場くらよしフィギュア

ミュージアム•関金温泉・旧国鉄倉吉線廃線跡

n行事 ●2月算3日曙日／長谷の観音市

●3月下旬～5月上旬／倉吉響まつり ●4月

算1日曙日／くらよし打吹流しびな●8月初旬

土・日曜日／倉吉打吹まつり ●9月算1日曜日

／倉吉せきがね里見まつり ・里見時代行列

●工芸品 倉吉絣・はこた人形 ・竹工芸・

倉吉いか（凧）・陶芸（上神焼・倉吉焼八

幡窯・国造焼・黒見焼•福光焼・玉伯焼•上

神焼上神山窯・打吹焼）

＇＂長 ・グルメ 打吹公園だんご・餅しゃぷ:JI・
二十世紀梨・牛骨ラーメン・極宴スイカ ・ブリ

ンスメロン・鳥取和牛•関金わさび• 関金そば

G石面石ら

Q見どころ 国宝松江城 ・月照寺・堀川遊

覧船 ・ 県立美術鱚 •松江歴史鱚 ・小泉八雲

記念鑢・武家屋敷・茶室（明々庵・警門院・

菅田庵） •玉造温泉 •松江しんじ湖温泉

n行事 ●3月下旬～4月中旬／お城まつり

●4月篤1土曝日／松江武者行列●4月下旬

／茶莞供養●4月下旬～5月上旬／大根島

ぽたん祭●6月篤1土・ 日曜日／松江城大茶

会●8月第1週末※2020年は9月12日開催

予定／松江水郷祭●10月1日～10月31日／

松江水燈路 ●10月中旬～11月上旬／菊花

農●10月第3日曜日／松江祭彗（どう）行列

●工芸品 八雲塗・陶芸 （楽山焼 ・布志名

焼 ・袖緬焼） ・出雲民芸紙 ・ めのう細工•松

江姉様人形

＇＂東 ・グルメ 和菓子•あご野焼・宍道湖大

和しじみ・出雲そば・出雲銘茶・松江いわがき

,..つの

-コ育t,う........、.．．．．.̀ ―— ―_＿ 、 .．

くらよ し

口 た言

た
つ
の
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
麗
野
エ
リ
ア
は
小
山
が
随
所

に
散
在
し
た
山
紫
水
明
の
ま
ち
で
す
。
ま
た
脇
坂
5
万
3
千
石
の
城

下
町
で
あ
り
、
市
街
に
は
武
家
屋
敷
、
白
壁
の
土
蔵
が
今
な
お
残
っ

て
お
り
、
播
磨
の
小
京
都
と
も
い
わ
れ
て
い
え
す
。
古
く
か
ら
交
通

の
要
衝
で
あ
り
、
大
地
を
潤
し

た
清
澄
な
揖
保
川
の
流
れ
は

今
も
変
わ
ら
ず
、
醤
油
・素
麺
・

皮
革
等
伝
統
的
産
業
を
育
て

て
さ
ま
し
た
。
籠
野
の
美
し
さ

は
、
鶏
籠
山
の
緑
、
揖
保
川
の

清
流
、
古
い
町
並
み
の
織
り
な

す
美
し
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
長

ぃ
星
霜
と
古
い
歴
史
に
よ
り
い

ぶ
さ
れ
、
底
光
り
と
豊
か
な
詩

情
を
た
た
え
て
い
る
と
こ
ろ
に

あ
り
え
す
。

厄；、
マで ；

＼ 

百1百穴ソ
百 j.．．．

倉
吉
市
は
、
伯
誓
国
の
中
心

地
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
、
今

な
お
名
所

・
旧
跡

・
歴
史
街
道

な
ど
が
大
切
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
・

国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
も
選
定
さ

れ
て
い
る
白
璧
土
蔵
群
の
周
辺

は
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気

が
漂
い
、
ひ
と
た
び
ま
ち
な
か

を
散
策
す
れ
ば
、
誰
も
が
時
を

忘
れ
あ
の
日
に
還
れ
る
瞬
間
に

出
会
う
は
ず
で
す
。
ま
た
関
金
地
域
に
は
、

1
3
0
0
年
の
歴
史
を

も
つ
白
金
（
し
ろ
が
ね
）
の
湯
「
関
金
温
泉
」
や
、
大
自
然
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
思
う
存
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
体
験
ス
ポ
ッ
ト
も
満
載
で
す
．

/‘ご'・-・.tテーマで ；
2つえ
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暉

ト
臨
巴

、 王刃g

m 
JR山陰本線倉吉駅下車

＇，国：：9

倉吉白壁土蔵群観光案内所

~ 0858-22-1200 
倉吉市ホームページ http://www.city.kurayoshi.lg.jp/ 
（一社）倉吉観光MICE協会 https://kurayoshi-kan kou.jp 

←紐江 ●言 王囀`

山霧キ鶴

宍
道
湖
と
大
橋
川
、
掘
割
に
抱
か
れ
た
水
の
都
松
江
は
、
歴
史
と

文
化
の
薫
り
高
い
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
城
下
町
で
す
。
季
節
ご

と
に
色
合
い
を
変
え
る
宍
道
湖
の
夕
景
が
美
し
い
街
．
宍
道
湖
畔
に

立
並
ぶ
松
江
し
ん
じ
湖
温
泉
と
玉
造
温
泉
の
街
。
明
治
の
文
豪
、
小

泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン
）

が
こ
よ
な
く
愛
し
た
街
．
古
代
出
雲

文
化
発
祥
の
地
、
神
話
と
史
跡
の
街
．

縁
結
び
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
も
多
数
。

抹
茶
と
和
菓
子
の
街
。
宍
道
湖
七
珍

料
理
な
ど
食
ぺ
物
の
美
味
し
い
街
。

代
表
的
な
も
の
に
し
じ
み
、
出
雲
そ

ば
、
あ
ご
野
焼
、
津
田
か
ぶ
漬
、
銘
柄

豊
富
な
地
酒
、
冬
の
カ
ー
ー
な
ど
が
あ

り
ま
す
．

m 
JR山陰本線松江駅下車

'＂＂’Al （一社）松江観光協会

¥. 0852-27-5843 
https://www.kank-0u-matsue.jp/ 
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中
村
は
1
4
6
8
年
（
応
仁
2
年
）

前
関
白
一
條
教
房
が
都
の
兵
火
を
避
け

て
こ
の
地
に
下
向
、
京
に
擬
し
四
神
相

応
の
土
佐
の
主
都
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

ち
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
街
は
碁
盤
目
状

に
広
が
り
祇
園
、
京
町
、
鴨
川
、
東
山

な
ど
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
は

清
流
四
万
十
川
と
、
そ
の
支
流
後
川
に

囲
ま
れ
、
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
最
も
京

に
似
て
い
ま
す
。
土
佐
一
條
氏
は
5
世
1
0
6
年
に
わ
た
り
戦
国
の

混
乱
を
よ
そ
に
京
文
化
の
影
響
を
受
け
て
、
み
や
び
や
か
な
独
特
の

文
化
圏
を
形
成
、
そ
の
古
都
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
清
流

四
万
十
川
を
は
じ
め
自
然
環
境
は
昔
な
が
ら
の
景
観
を
残
し
、
類
を

み
な
い
ト
ン
ボ
の
生
息
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

見どころ　大洲城・臥龍山荘・おおず赤

煉瓦館・おはなはん通り・冨士山

行事　 3月28日～4月25日／観光さく

らまつり 4月25日～5月15日／つつじまつ

り 6月1日～15日／ほたる・しょうぶまつり

8月3日／大洲川まつり花火大会 11月1

日～30日／もみじまつり 11月2・3日／大

洲まつり 11月3日／おおず浪漫祭 1月9

日～11日／えびすまつり 旧正月1日～4日

／祇園まつり 6月1日～9月20日／うかい

8月下旬～10月中旬／いもたき

山口

至広島至下関 新山口

湯田温泉

山
口
線

山陽新幹線

山陽本線

至津和野

東萩

至広島至下関

山陽新幹線

山陰本線

美
袮
線

路
線
バ
ス

長門市

厚狭 新山口 山陽本線

　

京
の
都
に
憧
れ
た
大
内
氏
。
都
に
模
し
て
街
づ
く
り
を
し
、「
西
の

京
」
と
し
て
栄
華
を
極
め
た
〝
や
ま
ぐ
ち
〟。
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔

や
京
の
鴨
川
に
見
立
て
た
一
の
坂
川
は
、
桜
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
豊

か
な
新
緑
、
も
み
じ
そ
し
て
純
白
の
雪
景
色
と
四
季
折
々
の
情
緒
を

醸
し
出
し
ま
す
。そ
ん
な
山
口
を
一
言
で
紹
介
す
る
と
、…
…
…
そ
っ

と
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。『
せ
せ
ら
ぎ
と 

鐘
と
汽
笛
が 

響
く
街
』

や
ま
ぐ
ち
が
感
じ
取
ら
れ
ま
す
。
ご
宿
泊
に
は
湯
田
温
泉
の
美
肌
の

湯
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

交通

JR山口線山口駅下車
問い合わせ

(一財)山口観光
コンベンション協会

083-933-0088
http://yamaguchi-city.jp/

交通

JR山陽新幹線新山口駅下車、
スーパーはぎ号（直行バス）
で約60分
問い合わせ

萩市観光課 0838-25-3139
http://www.hagishi.com/

見どころ　国宝瑠璃光寺五重塔・山口サ

ビエル記念聖堂・常栄寺雪舟庭・龍福寺（大

内氏館跡）・湯田温泉・中原中也記念館

行事　 2月中旬／阿知須ひなもんまつ

り 4月上旬／一の坂川桜ライトアップ・湯

田温泉白狐まつり 5月下旬～6月上旬／ほ

たる観賞Ｗｅｅｋ！ 7月20日～27日／山口

祇園祭 8月６・７日／山口七タちょうちん

まつり 8月下旬～9月上旬／あいおえび狩

り世界選手権大会 9月／山口ゆらめき回

廊 11月23日／山口天神祭 12月／日本

のクリスマスは山口から

工芸品　大内塗・山口萩焼

味・グルメ　大内御膳・外郎・車えび・り

んご・紅きらら・くりまさる・はなっこりー

山口県

見どころ　大照院・東光寺・萩城跡・萩

城城下町・明神池・松下村塾・笠山椿群生

林・萩反射炉

行事　 2月3日～4月3日／萩城下の古

き雛たち 2月第3土曜日～3月下旬／萩・

椿まつり 3月上旬／萩・しろ魚まつり 3

月上旬／萩の真ふぐまつり 5月1日～5日

／萩焼まつり 5月3・4日／萩・大茶会 5

月中旬／萩・夏みかんまつり 8月1日／萩・

日本海大花火大会 8月1日～3日／萩夏ま

つり 10月上旬～／着物ウィークin萩 10

月第2日曜日／萩・魚まつり 11月中旬／

萩時代まつり

工芸品　萩焼・萩ガラス

味・グルメ　瀬つきあじ・あまだい・いと

こ煮・けんさきいか・焼抜蒲鉾・真ふぐ・見

蘭牛・むつみ豚・夏みかん

　

萩
市
は
県
北
部
、
日
本
海

に
面
し
、
市
街
は
三
方
を
山

に
囲
ま
れ
、
清
流
阿
武
川
が

分
岐
し
た
橋
本
川
と
松
本
川

に
抱
か
れ
た
デ
ル
タ
上
に
発

展
し
た
、
典
型
的
な
江
戸
時

代
の
城
下
町
の
姿
を
残
し
て
い
る
ま
ち
で
す
。
萩
の
名
が
歴
史
上
に

登
場
す
る
の
は
１
６
０
４
年
（
慶
長
9
年
）
に
毛
利
氏
が
指
月
山
麓
に

萩
城
を
築
き
、
萩
藩
36
万
石
の
城
下
町
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
ま
た
、

幕
末
に
は
維
新
の
先
覚
者
吉
田
松
陰
を
は
じ
め
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄

瑞
な
ど
多
く
の
逸
材
を
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
（
平

成
27
年
）
に
は
萩
城
下
町
、
萩
反
射
炉
、
恵
美
須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
松

下
村
塾
、
大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡
の
5
資
産
が
「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
と
し
て
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

山口県

伊予大洲
至宇和島

至松山

予
讃
線

内
子
線

　

伊
予
の
小
京
都
大
洲
は
、

加
藤
家
六
万
石
の
城
下
町
と

し
て
栄
え
現
在
も
昔
な
が
ら

の
町
並
み
が
至
る
と
こ
ろ
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
の

中
心
に
は
、
清
流
肱
川
が
流

れ
て
お
り
小
京
都
の
風
情
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
肱
川
を
利
用
し
て
、
鵜

飼
を
は
じ
め
遊
覧
・
い
も
た

き
な
ど
の
観
光
行
事
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

2
0
0
4
年
（
平
成
16
年
）
に
当
時
の
ま
ま
復
元
さ
れ
た
大
洲
城
も

見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

交通

JR予讃線伊予大洲駅下車
問い合わせ

大洲市観光協会
0893-24-2664

http://www.oozukankou.jp/

愛媛県

安芸

至窪川

至高松

土佐くろしお鉄道
ごめん・なはり線

後免

土讃線 高知

中村

窪川

土
讃
線

至松山

予土線

土佐くろしお鉄道
中村・宿毛線

至
高
知

　

１
８
８
７
年
（
明
治
20
年
）
頃
に
手
づ
く
り
さ
れ
た
野
良
時
計
や
、

国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た
武
家
屋
敷

の
街
並
み
な
ど
歴
史
的
文
化
財
が
多
く
残
る
安
芸
市
。
三
菱
グ
ル
ー
プ

の
創
業
者
と
な
っ
た
岩
崎
彌
太
郎
の
生
誕
地
で
も
あ
り
、
彌
太
郎
が
生

ま
れ
育
っ
た
生
家
や
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
彌
太
郎
こ
こ
ろ
ざ
し
社
中（
安

芸
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
高
知
県
東
部
の
観
光
情
報
や
最
新
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
案
内
す
る
ほ
か
、
世
界
に
冠
た
る
大
企
業
を
築
い
た

岩
崎
彌
太
郎
の
立
志
伝
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
市
内
を
横

断
す
る
鉄
道
「
ご
め
ん
・
な
は
り
線
」
は
、
車

窓
か
ら
の
景
色
や
各
駅
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

人
気
を
集
め
、
観
光
列
車
と
し
て
親
し
ま

れ
て
お
り
、と
り
わ
け
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
は
、シ
ー
ズ
ン
中
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、ご
当
地
グ
ル
メ
の
安

芸
釜
あ
げ
ち
り
め
ん
丼
も
人
気
で
す
。

交通

土佐くろしお鉄道ごめん・
なはり線安芸駅下車
問い合わせ

安芸市商工観光水産課
0887-35-1011

http://www.city.aki.kochi.jp/

交通

土佐くろしお鉄道中村・宿毛線中村駅下車
問い合わせ

（一社）四万十市観光協会
0880-35-4171

https://www.shimanto-kankou.com
info@shimanto-kankou.com

見どころ　岩崎彌太郎生家、銅

像・野良時計・土居廓中・内原野

公園・カリヨン時計・安芸城跡・弘

田龍太郎曲碑

行事　 3月下旬～5月上旬／

内原野つつじ祭り 8月第1土・日

曜日／安芸納涼市民祭 10月第

2土・日曜日／高知東海岸グルメま

つり 12月第2土曜日／安芸キャ

ンドルナイト 12月第2日曜日／

安芸タートルマラソン全国大会

工芸品　内原野焼・安芸瓦

味・グルメ　いもけんぴ・土佐ジ

ロー（地鶏）・野菜アイス・ゆず製

品・なす・釜あげちりめん丼・入河

内大根

見どころ　四万十川・観 光 遊 覧 船・ト

ンボ自然公園・一條 神社・不破八幡宮・

四万十市郷土博物館「しろっと」

行事　 3月上旬～3月下旬／四万十川

花 紀行入田ヤナギ林菜の花まつり 4月

第1土・日曜日／四万十川リバーサイドフル

ウォーク※2020年は開催中止 5月3日／土

佐一條公家行列（藤祭） 7月最終土曜日

／しまんと市民祭 8月第1土曜日（午前中）

／女郎ぐも相撲大会 旧暦7月16日／大文

字の送り火 8月最終土曜日／納涼花火大

会 9月第3土・日曜日／不破八幡宮大祭

10月中旬／四万十川ウルトラマラソン 11月

22日～24日／一條大祭

工芸品　中村硯

味・グルメ　一條公・筏ようかん・鮎の塩

焼き・テナガエビの唐あげ・青さのりの天ぷ

ら・うなぎの蒲焼き

高知県

高知県

　

尾
道
市
は
広
島
県
東
部
の

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
面
し
、「
瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
本
州

側
の
玄
関
口
で
す
。
８
０
０

余
年
前
に
開
港
、
江
戸
時
代

に
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
港
町
と
し
て
発
展
し
た
尾
道
に
は
多
く
の
豪
商
が

誕
生
し
多
く
の
寺
院
を
建
立
し
ま
し
た
。現
在
で
も
そ
の
多
く
が
残
っ

て
お
り
、「
古
寺
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」
と
い
う
散
策
道
で
巡
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
文
人
墨
客
が
愛
し
た
街
と
し
て
も
知
ら
れ
、
林
芙
美

子
や
志
賀
直
哉
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
の

作
品
を
市
内
各
所
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
島
嶼
部
に
目
を

向
け
る
と
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」に
沿
い
、洋
ら
ん
の
島『
向
島
』、

中
世
紀
に
活
躍
し
た
村
上
水
軍
の
本
拠
地
『
因
島
』、
柑
橘
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
、西
の
日
光
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
「
耕
三
寺
」の
あ
る
『
生

口
島
』
と
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
っ
た
島
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

見どころ　千光寺公園・おのみ

ち文学の館・瀬戸内しまなみ海道・

向島洋らんセンター・因島水軍城・

耕三寺・平山郁夫美術館

行事　 1月8日／柴燈護摩 1

月下旬・7月下旬の土・日曜日／本

因坊秀策囲碁まつり 2月3日／節

分会 3月下旬～4月中旬／おのみ

ち俳句まつり 4月下旬／尾道みな

と祭 7月下旬／尾道住吉花火ま

つり 8月最終土・日曜日／因島水

軍まつり 10月中旬／灯りまつり

10月中旬～11月中旬／尾道菊花展

11月3日／ベッチャー祭

味・グルメ　オコゼの唐揚げ・デ

ベラ・尾道ラーメン・水軍鍋・柑橘類

広島県

新尾道

尾道至広島

山
陽
本
線

山
陽
新
幹
線

至大阪

交通

JR山陽本線尾道駅および
JR山陽新幹線新尾道駅下車
問い合わせ

（一社）尾道観光協会
0848-36-5495

http://www.ononavi.jp

おのみち

はぎ

やまぐち

尾
道
市
は
広
島
県
東
部
の

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
面
し
、「
瀬

戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
本
州

側
の
玄
関
口
で
す
。
８
０
０

余
年
前
に
開
港
、
江
戸
時
代

に
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。
港
町
と
し
て
発
展
し
た
尾
道
に
は
多
く
の
豪
商
が

誕
生
し
多
く
の
寺
院
を
建
立
し
ま
し
た
。現
在
で
も
そ
の
多
く
が
残
っ

萩
市
は
県
北
部
、
日
本
海

に
面
し
、
市
街
は
三
方
を
山

に
囲
ま
れ
、
清
流
阿
武
川
が

分
岐
し
た
橋
本
川
と
松
本
川

に
抱
か
れ
た
デ
ル
タ
上
に
発

展
し
た
、
典
型
的
な
江
戸
時

代
の
城
下
町
の
姿
を
残
し
て
い
る
ま
ち
で
す
。
萩
の
名
が
歴
史
上
に

登
場
す
る
の
は
１
６
０
４
年
（
慶
長

京
の
都
に
憧
れ
た
大
内
氏
。
都
に
模
し
て
街
づ
く
り
を
し
、「
西
の

京
」
と
し
て
栄
華
を
極
め
た
〝
や
ま
ぐ
ち
〟。
国
宝
瑠
璃
光
寺
五
重
塔

や
京
の
鴨
川
に
見
立
て
た
一
の
坂
川
は
、
桜
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
、
豊

か
な
新
緑
、
も
み
じ
そ
し
て
純
白
の
雪
景
色
と
四
季
折
々
の
情
緒
を

醸
し
出
し
ま
す
。そ
ん
な
山
口
を
一
言
で
紹
介
す
る
と
、…
…
…
そ
っ

と
目
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。『
せ
せ
ら
ぎ
と

や
ま
ぐ
ち
が
感
じ
取
ら
れ
ま
す
。
ご
宿
泊
に
は
湯
田
温
泉
の
美
肌
の

湯
で
お
く
つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い
。

おおず

あき

なかむら 

伊
予
の
小
京
都
大
洲
は
、

加
藤
家
六
万
石
の
城
下
町
と

し
て
栄
え
現
在
も
昔
な
が
ら

の
町
並
み
が
至
る
と
こ
ろ
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
の

中
心
に
は
、
清
流
肱
川
が
流

れ
て
お
り
小
京
都
の
風
情
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
８
８
７
年
（
明
治

国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た
武
家
屋
敷

の
街
並
み
な
ど
歴
史
的
文
化
財
が
多
く
残
る
安
芸
市
。
三
菱
グ
ル
ー
プ

の
創
業
者
と
な
っ
た
岩
崎
彌
太
郎
の
生
誕
地
で
も
あ
り
、
彌
太
郎
が
生

ま
れ
育
っ
た
生
家
や
銅
像
が
あ
り
ま
す
。
彌
太
郎
こ
こ
ろ
ざ
し
社
中（
安

芸
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
高
知
県
東
部
の
観
光
情
報
や
最
新
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
を
案
内
す
る
ほ
か
、
世
界
に
冠
た
る
大
企
業
を
築
い
た

岩
崎
彌
太
郎
の
立
志
伝
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
市
内
を
横

中
村
は
1
4
6
8
年
（
応
仁

前
関
白
一
條
教
房
が
都
の
兵
火
を
避
け

て
こ
の
地
に
下
向
、
京
に
擬
し
四
神
相

応
の
土
佐
の
主
都
に
ふ
さ
わ
し
い
ま

ち
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
街
は
碁
盤
目
状

に
広
が
り
祇
園
、
京
町
、
鴨
川
、
東
山

な
ど
の
地
名
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
は

清
流
四
万
十
川
と
、
そ
の
支
流
後
川
に

2021



m 
JR肥薩線人吉駅下車

1,’”'•’ 
人吉市観光案内所
I.. 0966-22-2411 
http://hitoyoshionsen.net/ ／］：言

m 
九州新幹線新玉名駅下車、

車で約30分

,l"＂’d' 山塵市商工観光課

I. 0968-43-1579 
https://ya maga-tanbou.jp/ 

m 
JR久大本線日田駅下車＇l'1,B', 
（一社）日田市観光協会

¥. 0973-22-2036 
https://www.oidehita.com 
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Q見どころ 人吉城跡・人吉城歴史鑢・人

吉鉄道ミュージアム・国宝青井阿蘇神社・

球慶川下り・人吉クラフトパーク石野公園・

人吉駅前からくり時計・鍛冶屋町通り

n行事 ●4月下旬／人吉温泉まつり ●8月

15日／人吉花火大会●10月3日～11日／お

くんち祭●2月～3月／人吉球塵は、ひなま

つり ●2月中旬／人吉温泉響風マラソン●2

月下旬／人吉梅まつり

工芸品 キジ馬花手箱

＂峠グルメ 球塵焼酎・鮎の壇焼・鮎うる

か・猪料理・山菜・うなぎ

Q見どころ さくら湯・八千代座・

山慶灯籠民芸鱚・鞠智城・チプサ

ン古墳・不動岩 •一本松公園 ・ 菊

塵ワイナリー

n行事 ●2月の金・土曜日／山

塵灯籠浪漫・百攀百彩●2月4日

／輯士慰霊祭●6月15日／犬子

ひょうたん祭●8月15日・16日／山

塵灯籠まつり ●12月20日／山塵

温泉復活感謝祭

工芸品 山慶灯籠・来民うち

わ・山塵傘

＇＂車グルメ 燈籠もなか ・山慶

ようかん・山慶和栗・菊慶ワイン

熊
本
県
北
部
に
位
置
し
、
福

岡
；
K
分
の
両
県
と
境
を
接
し

て
い
る
山
鹿
市
。
北
部
に
は
美

し
い
山
間
地
域
と
清
ら
か
な
渓

谷

・
渓
流
が
あ
り
、
中
央
部
か

ら
南
部
に
か
け
て
は
田
園
地
帯

が
広
が
る
自
然
豊
か
な
都
市
で

す
。
豊
富
な
湯
量
と
良
質
な
泉

質
で
知
ら
れ
る
山
鹿
温
泉
郷
を

は
じ
め
、
古
さ
町
並
み
を
今
に

伝
え
る
豊
前
街
道
、
国
指
定
重

要
文
化
財

「
八
千
代
座
」、

国
指

定
史
跡
「
鞠
智
城
跡
」
な
ど
、
多
く
の
文
化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
毎
年

8
月
15
.
16
日
に
行
わ
れ
る

「
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
」
で
は
、

和
紙
と
糊
だ
け
で
作
ら
れ
た
金
灯
籠
を
頭
に
掲
げ
た
女
性
達
が
優
雅

に
算
い
、
九
州
を
代
表
す
る
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
．

G 
Q見どころ 小慶田焼の里・軍野本家・廣

瀬資料鱚・日田祗園山鉾会鱚・天領日田資

料鱚・史跡咸宜園跡・サッポロピール九州

日田工場・ いいちこ日田蒸留所

n行事 ●2月15日～3月31日／天鎮日田

おひなまつり ●5月下旬／日田）1|開き観光

祭●7月下旬／日田祇園祭濠7月下旬／日田

祗園山鉾集団顔見世●10月中旬／小塵田

焼民陶祭●11月中旬／日田天鎮まつり ●11

月中旬／千年あかり

工芸品 日田杉下駄・小塵田焼

＂珠 ・グルメ ゆず・鮎 ・うなぎ料理

ひとよし

口 人芦

f ク~>
i: :,-、..• ̀ 五．令

＼迄三
街認 4 る俗ま庫多蘇はかて急
と定月こなすとく ‘ な市流人
しさにとと: : 

そ
し残月面街内の 吉

てれ文かが てつ'-良で約_は
もぇ化ら、し全てを文す• 80つ‘
注し庁 ‘脈て、国ぉしさ化 ケ -, 九
目たの 2 々そ的りし '- ま 所 球 州
を 。 0 とのに‘めとたに磨山
あま B1現文も中 呼 川地
つた本 5 在 化 注 世

鎌 ば相源 '- の

め ‘遺年も財目
倉 良泉

仏時れ家 が
が山

て観産で息 を 教 るの湧
東々

い 光 '- 平 や
ま列地成

づ 遺 集 美
27 い構め術ら特下

岱 独 城く、門篇

す車区・ 一 年
て、てののの町自貫ま

のしシい風い 宝 神 文と然
流れ

社化し資し市
仏をて源:内
閣育も に
、み栄 恵 り

の

伯-,ぇま
．、中

国たれ
水心

な 宝 こ 卜 と り
ど音の 情

、緑

が井虜緒そ
B 

数阿 豊し杢

や2が

ロコ 山殷
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九
州
の
は
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
、
大
分
県

B
田
市
。
四
方
を
山
々

に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
ま
ち
で
す
．
江
戸
時
代
、
幕
府
の
直
轄
地
で
あ
っ

た
天
領
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
当
時
、
掛
屋
と
呼
ば
れ
る
幕
府
の
公

金
を
扱
う
豪
商
た
ち
が
活
躍
し
繁
栄
を
極
め
ま
し
た
．
豆
田
町
の
町

並
み
や
資
料
館
で
は
、
今
で
も
そ
の

栄
華
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
．
ま
た
、
日
田
は
水
郷
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
、
水
が
豊
か
で
美
し
い
地

で
す
。
市
内
を
流
れ
る
三
隈
川
で
は
、

屋
形
船
の
上
で
酒
を
く
み
か
わ
し
な

が
ら
、
鵜
飼
見
物
を
楽
し
む
と
い
う

風
流
な
川
遊
び
も
残
っ
て
い
ま
す
．

も
ち
ろ
ん
、
涵
は

B
田
の
清
ら
か
な

水
を
使
っ
た
地
酒
で
す
．

Q見どころ 秋月（秋月城跡） ・国

指定平寂）1|添遺跡公園 • あまぎ水

の文化村・キリン花園（ポピー・コ

スモス） ・三遅水車群・山田堰

n行事 ●1月4・5日／甘木バタ

バタ市●4月算1日曜日／秋月響祭

り ●7月 1 3日～ 1 5日／祇園山笠•

8月下旬／流れ灌頂花火大会●9

月下旬／秋月観月会●10月21日／

蝙城くんち●2月～3月上旬／古都

秋月纏めぐり

●工芸品 軍木染・手濃和紙

'"餐グ，，，メ 淡水のり（スイゼン

ジノリ） ・葛・樺飴・蒸し繕煮

Q見どころ 秘窯の里大川内山・

鍋島蕩窯公園・明星桜

n行事 ●2月中旬～3月中旬／

磁器ひいなまつり ●4月29日～5

月5日／伊万里やきものまつり ●6

月中旬～8月末／大）II内山風鈴ま

つり ●8月上旬／どっちゃん祭り ●

10月下旬／伊万里トンテントン祭

●10月下旬／いまり秋まつり ●11

月上旬／鍋島藩窯秋まつり

●工芸品 伊万里焼

'"象・グ”メ 伊万里牛・伊万里

梨・車えび・伊万里牛ハンバーグ

Q見どころ 清水の滝・小城公

園 ・江里山の棚田・祇園川の源氏

ポタル・須賀神社

n行事 ●2月／寒鯉まつり ●3

月上旬／梅まつり ●4月初旬／響

雨まつり ●7月下旬／山曳祇園 •

9月中旬／彼岸花まつり ●11月中

旬／小城ing～たっぶり！おぎめぐ

り、 日本一！ようかん祭り

'＂摩グルメ 小城羊羹・清水の

鰻料理・小城の銘酒

あさくら

E口＄彫令

福
岡
県
の
中
央
に
位
置
す
る
朝
倉
市
は
、
古
代
は
邪
馬
台
国
の
候

補
地
で
あ
り
、
百
済
救
援
で
は
斉
明
天
良
が
朝
倉
宮
を
置
い
た
地
で

も
あ
り
ま
す
・
中
世
に
は
九
州
修
験
道
の
中
心
地

グ彦
山
座
主
．
が
居

住
し
た
黒
川
院
が
あ
り
ま
す
。
え
た
”
筑
前
の
小
京
都
．
と
呼
ば
れ
る

秋
月
は
、
豊
臣
秀
吉
に
抵
抗
し

た
秋
月
氏
の
拠
点
で
あ
り
、
近

世
に
は
黒
田
官
兵
衛
の
孫
長
興

が
治
め
た
城
下
町
と
し
て
栄
え

ま
し
た
．
現
在
、
町
並
み
が
保
存

さ
れ
、
春
は
桜
、秋
は
も
み
じ
と
、

歴
史
と
自
然
を
訪
ね
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
え
す
。
え
た

2
0
1
7
年
（
平
成

29
年）

10

月
開
館
の
秋
月
博
物
館
で
は
、

秋
月
黒
田
家
ゆ
か
り
の
品
々
が

観
覧
で
さ
ま
す
。

で工言三
パこー、

ぃより

口 イテ万里
い芦＼吋{5午―

．．．．．`．．．．．． 

伊
万
里
市
は
、
伝
統
あ
る
伊

万
里
焼
を
は
じ
め
、
肥
前
磁
臼

の
積
み
出
し
港
と
し
て
繁
栄
し

た
伊
万
里
津
の
歴
史
や
文
化
、

あ
る
い
は
、
特
産
品
の
伊
万
里

牛
や
伊
万
里
梨
、
車
エ
ピ
な
ど
、

ほ
か
の
地
域
に
は
な
い
特
色
あ

る
優
れ
た
観
光
資
源
を
数
多
く

有
し
て
い
ま
す
．
な
か
で
も
、

「
秘
窯
の
里

・
大
川
内
山
」
は

周
り
を
奇
岩
に
囲
ま
れ
、
さ
な

が
ら
山
水
画
の
よ
う
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
お
り
、
世
界
の

至
宝

「
鍋
島
」
の
歴
史
と
伝
統

技
法
を
受
け
継
い
だ
窯
元
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
。

m :;，ぶ
ヽ ・ ・・ ・ ・・・・→會•ヽ・・｀｀ •ヽ・・・

と＝＝＝＝＝＝＝＝一
て素こ棲ん並しは漂けあなと天地

? t1腐畠屯含函そ、；旨 it'り孟委含
い風ぇ・消せらの来処せ—‘惑がらな
の情れそらいれ昔るかん-じ
でを し か な た

そ想城
た

す。旅小てなのと京
か城。のなび像と

g城美杢 t≫ ;、都 ら下でまん
不町も、ちで

えす書

土名 K . 
の たれい

‘知閑ま
思の （こす

そ
議雰まはヵ，っぱて

農然花、れ静ち•囲ちお、城白；
と々-まなをこ気を城残下亜ぎ

し、• （こせ町模れが歩は念町の-

m 、
秋月へは、 甘木鉄道甘木駅下車、 互9参

甘木観光バス秋月線で20分
,11愕弔r...I'
朝倉市商工観光課
¥. 0946-52-1428 

m 
JR唐津線小城駅下車

Ih'↓昏H!-1
小城市商工観光課
I. 0952-37-6129 
http://www.city.ogi.lg.jp/ 

り）
甘木鋏遍

血0••…•O甘＊

h遭本

、ごi

m 
JR紐線伊万匹百車 伊匁--lt•• 
松浦鉄道西九州線伊万里駅下車 ？ 口填＇1,年'
伊万里市観光螂鰊 I 紐賣→

;ttt緊!£f::ari.saga.jpI佐ゥ／全ー一下＝
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京
日常をはなれ

豊かな自然を

まるごと体験

高 雄
三尾の山々とお寺に

あふれる青もみじ

西京
に包まれた竹林と

を彩る四季の花々

“とっておき＂の穴場スポッ

北

み
つ
け
ま
し
た

私
だ
け
の
京
都

トやグルメ椙報満載！！

とっておきの京都プロジェクト

公式Webサイト
ゆったりと京都を楽しめるエリアについて、地

元住民や事業者だけでなく、観光客にも参加し

てもらいながら、新たな観光情輻やコンテンツ

を発信していく Webサイトです。

Webサイトは

＼ コチラから ／

回力恐林回疇

大原
心落ち着く里山に

ひっそりたたすむ

古刹と名庭

伏見

山科
疏水沿いの桜 トンネルを

歩いて寺めぐり

の
京
都

て
お
き

と
っ

定
番
の
そ
の
先
へ

●9想澪ぢ満載！
とっておきの楽しみ方が見つかります。

・広も情報発信できる
参加型webサイ.1'!

旅先で見つけた素敵な情輯を気軽に投稿できます。

Iとっておきの京都ブロジェクト

京都市 ・公益社団法人京都市観光協会

.,rr t.,`” 
•7辻 ).,..1t•

Q見どころ 杵築城・大原邸・酢屋の坂・き

つき城下町資料鱚・一松酵・若宮八幡社・

能見絲

n行事 ●2月中旬～3月中旬／城下町杵

築散策とひいなめぐり ●4月6日／若宮八幡

社御田櫨祭●4月下旬／エピネまつり ●5月

上旬／きつきお城祭り ●7月24・25日／天

神まつり ●8月中旬／納涼花火大会 ●9月

中旬／若宮楽●10月上旬／観月祭●10月

17・ 18日／白鑽田原神社どぶろく祭り ●12

月2~5日／若宮八幡社祭典

●工芸品 杵築焼司窯（つかさがま） ・刀

鍛冶の手造り包丁・きつき桧曲輪

＇＂ま ・グルメ きつきハウスみかん・清酒（智

恵美人）・畳後別府湾チリメン ・守江湾のカ

キ・きつき茶 ・きつき紅茶

Q見どころ 松尾の丸・豫章館・歴史資料

鑢・蕩校振徳堂・国際交流センター小村記

念鑢・旧山本猜平家・商家資料館・旧高橋

源次郎家

n行事 ●3月下旬～4月上旬／花立公園

桜まつり ●7月海の日の遇の土・日曜日／油

津港まつり ●10月の第3土・日曙日／妖肥

城下まつり ●9月～11月／伊勢えび大漁ま

つり（市内十数店鱒）

●工芸品 妖肥杉工芸品

＇＂東 ・グルメ 焼酎・海産物・農産物・妖

肥の天ぶら ・厚焼きたまご・日南一本釣りカ

ツオ灸り重 ・ 妖肥城下町 「食ぺあるき • 町

あるき」

n行事 ●2月第1土・日曜日／川

辺二日市・知覧二日市●5月3日／

知覧特攻基地戟没者慰霊祭●7月

9・10日／畳玉姫神社水からくり

上漬●7月算3土曜日／知贄ねぶ

た祭 ●7月第4日曜日／川辺祇園

祭●8月15日／平和へのメッセー

ジfrom知覧●8月算3日曜 日／

えいのゴッソイまつり ●10月最終

日曜日／小京都ふるさと祭●11月

／南九州市あかりの道標「ちらん

灯彩路」 ●11月第2日曜日／かわ

なぺ塵崖仏まつり

'"東・グルメ 知覧茶・紅さつま（さ

つまいも） ・和牛・ 焼酎

さつさ

四 杵淋̀.．．．．． 

仏
の
里
国
東
半
島
の
南
の
玄
関
口
に

位
置
す
る
九
州
の
小
京
都
杵
築
は
、

カ
プ
ト
ガ
ニ
が
生
息
す
る
美
し
い
守
江

湾
を
望
む
風
光
明
媚
な
坂
道
の
城
下
町

で
す
．
江
戸
時
代
、
松
平
三
万
二
千
石
の

城
下
町
と
し
て
栄
え
た
杵
築
に
は
今
で

も
多
く
の
武
家
屋
敷
や
土
塀
、
石
畳
の

坂
道
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
・
南
北
の
高

台
に
武
士
が
住
み
、
そ
の
谷
間
で
商
人

が
暮
ら
し
た
町
並
み
は
当
時
の
身
分
制
度
を
表
し
た
特
徴
的
な
も
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
凹
凸
の
地
形
を
活
か
し
た
城
下
町
は
日
本
唯

一
と
い
わ
れ
て
い
え
す
。
え
た
「
さ
つ
さ
和
服
応
援
宣
言
」
を
行
っ
て

お
り
、
和
服
姿
の
方
に
は
う
れ
し
い
特
典
も
あ
り
ま
す
．
瀬
戸
内
の
潮

風
に
包
ま
れ
て
静
か
に
時
を
重
ね
る
杵
築
へ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
．

ZL--，n9'9.9 
二•-り．；、` ー、------------- --

名い＼
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，，らん

ロエ3知璽¢
南
九
州
市
知
覧
町
は
、
薩
摩
半
島

の
南
部
に
位
置
し
、
年
間
10
万
人
が

訪
れ
る
観
光
の
ま
ち
で
す
．
市
中
心

部
の
麓
地
区
に
は
武
家
屋
敷
群
が
今

も
残
っ
て
お
り
、

7
つ
の
名
勝
庭
園

（
一
般
公
開
）
の
は
か
美
し
く
整
然
と

し
た
町
並
み
は
古
く
か
ら
「
薩
摩
の

小
京
都
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

太
平
洋
戦
争
末
期
に
は
本
土
最
南
端

の
陸
軍
特
攻
基
地
が
置
か
れ
た
場
所

で
も
あ
り
、
現
在
跡
地
に
は
「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」
が
建
て
ら
れ
、

当
時
の
資
料
や
特
攻
隊
員
の
遺
書
な
ど
を
展
示
、
周
辺
に
は
戦
争
遺

跡
が
散
在
し
て
お
り
「
平
和
の
尊
さ
を
語
り
つ
ぐ
都
市
」
と
し
て
全

国
に
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。
農
業
面
に
お
い
て
は
、
日
本
一
の

お
茶
と
さ
つ
ま
い
も
の
生
産
地
で
あ
り
、
晨
林
水
産
大
臣
賞
を
数
多

く
受
賞
す
る
な
ど
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

m 
」R日畳本線杵築駅下車、バス・タクシーで10分

'|昏19•'
（一社）杵築市観光協会

¥. 0978-63-0100 m0978-63-0112 
https://www.kit-suki.com 
と：：＜info@kit-su ki. com 
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＠杵纂

日
南
市
は
宮
崎
県
南
部
に
位
置
し
、

1
9
5
5
年
（
昭
和
30
年）

に
は
日
南
海
岸
が
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、

1
9
7
7
年
（
昭
和
52

年
）
に
は
小
京
都
「
妖
肥
」
が
九
州
で
は
初
め
て
国
の
「
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

「妖
肥
」
を
訪
れ
る
と

数
百
年
の
時
を
ス
リ
ッ
プ
し
て
江
戸
時
代
に
迷
い
込
ん
だ
気
分
に
な

り
、
そ
こ
に
は
古
い
生
け
垣
や
苔
む
し
た
石
垣
が
続
く
武
家
屋
敷
、
格

式
あ
る
薬
医
門
の
奥
か
ら
侍
が
出
て
き
そ
う
で
す
．
ま
た
、
日
南
市
に

は
、
弁
甲
（
妖
肥
杉
の
木
材
）
筏
流
し
の
塀
川
運
河
、
日
向
灘
の
荒
々

し
い
潮
に
洗
わ
れ
る
断
崖
の

中
腹
に
あ
る
鵜
戸
神
宮
が
あ

り
ま
す
•
そ
し
て
、
ポ
ー
ツ

マ
ス
条
約
締
結
で
活
躍
し
た

明
治
の
外
交
官
小
村
寿
太
郎

侯
の
生
誕
地
が
あ
り
ま
す
．

m 
JR日痢線妖肥駅下車

,i-'隅ギ’’日南市観光案内所

¥. 0987-31-1134 
http://www.kan kou-nich ina n.jp/ 

蔓

JR指宿杖贄線平）1|駅下車、

バス ・タクシーで20分

I'愕弔r.. “ 
隋九州市商工観光課

t,. 0993-83-2511 知翼(!)-... Ai 
http://www.city. minam ikyushu.lg.jp/ 
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